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昨
年
は
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

創
立
六
十
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
美
術
展
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
展
覧
会

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

美
術
展
は
、
平
成
二
十
年

十
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
間

下
土
手
町
の
中
三
弘
前
店
で

開
か
れ
ま
し
た
。
出
展
作
品

と
出
展
者
の
名
簿
に
つ
い
て

は
、
本
紙
の
六
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

　

会
期
中
、
約
二
千
名
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
好
評
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
美
術

展
を
開
催
す
る
た
め
に
多
く
の

方
か
ら
浄
財
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
美
術
展
の
成

功
に
力
を
得
て
、
次

の
百
三
十
周
年
記
念

事
業
も
ま
た
、
力
を

結
集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
の
総

会
も
見
事
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
ね
ぷ
た
が
登
場
し
、
弘
前

高
校
の
歴
史
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
流
さ
れ
る
な
ど
会
場
は
興
奮

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

幹
事
を
引
き
受
け
た
昭
和
五
十

三
年
卒
業
の
皆
様
、
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
同
窓
会
を
は

じ
め
と
し
、
関
西
、
仙
台
、
札

幌
の
各
県
外
支
部
の
皆
様
、
ま

た
青
森
、
五
所
川
原
、
板
柳
、

藤
崎
、
平
賀
、
尾
上
、
大
鰐
の

各
県
内
支
部
の
皆
様
、
支
部
総

会
に
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
し
ば
ら
く
休
会
し

て
い
た
県
庁
支
部
の
総
会
も
開

か
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ど
の
地
区
も

活
発
に
同
窓
会
活
動
を
展
開
さ

れ
て
お
り
会
の
代
表
と
し

て
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
本
紙
六
ペ
ー

ジ
の
会
務
報
告
で
も
分
か

り
ま
す
よ
う
に
、
各
卒
年

の
同
期
会
が
昨
年
度
た
く

さ
ん
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

千
五
百
名
近
い
会
友
よ
り
、

四
百
万
円
を
超
え
る
協
力
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
報
は
、
全
国

一
万
九
千
人
の
会
友
に
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
至
る

所
に
青
山
あ
り
と
言
い
ま
す

が
、
本
校
の
卒
業
生
は
、
そ

れ
こ
そ
世
界
中
で
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ

で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
一
度

目
を
つ
ぶ
れ
ば
、
浮
か
ん
で

く
る
光
景
は
鏡
ヶ
丘
よ
り
見

え
る
岩
木
山
の
姿
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

弘
前
高
校
の
同
窓
会
は
そ

う
し
た
卒
業
生
の
心
の
砦
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後

も
同
窓
会
へ
の
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
の
記
念
美
術
展
は
、

平
成
二
十
年
度
で
鏡
ヶ
丘
同
窓

会
創
立
六
十
周
年（
弘
前
高
校

創
立
百
二
十
五
年
）を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
同
窓
生
の
作
品
に

よ
る
記
念
美
術
展
を
開
催
し
た

い
と
い
う
中
林
裕
雄
同
窓
会
長

の
熱
意
に
よ
り
平
成
二
十
年
一

月
十
九
日
記
念
美
術
展
実
行
委

員
会
が
発
足
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
中
林
同
窓

会
長
を
実
行
委
員
長
と
し
、
鳴

海
康
安
先
生
、
清
藤
勇
也
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
六
名
の
顧
問
、

三
十
名
の
実
行
委
員
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
。
秋
田
豊
先
生
は
専

門
部
絵
画
部
会
長
、
永
澤
寛
先

生
は
専
門
部
書
道
部
会
長
と
し

て
ご
尽
力
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
年
五
月
十
四
日
、

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
創
立
六
十
周
年

記
念
美
術
展
「
書
・
絵
画
・
彫

刻
」実
行
委
員
会
総
会
を
経
て
、

副
実
行
委
員
長
清
藤
哲
夫
さ
ん

が
中
心
と
な
り
実
行
委
員
会
組

織
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。
昭

和
二
十
二
年
卒
の
坂
本
育
造
さ

ん
か
ら
平
成
七
年
卒
ま
で
四
十

六
学
年
に
わ
た
る
各
卒
年
代
表

委
員
の
皆
様
が
、
出
品
作
品
の

募
集
と
協
賛
金
の
募
金
の
た
め

に
活
発
な
活
動
を
し
た
。

　

実
行
委
員
会
、
各
部
門
ご
と

の
打
合
せ
、
各
専
門
部
会
が
回

を
重
ね
、
十
月
三
十
一
日
開
会

の
日
を
迎
え
た
。
開
会
式
で
は

相
馬
弘
前
市
長
の
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
中
林
実
行
委
員
長
、
山

上
佳
男
弘
高
校
長
の
挨
拶
の
あ

と
記
念
美
術
展
開
会
と
な
っ
た
。

地
元
Ｆ
Ｍ
放
送
局
ア
ッ
プ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
、
陸
奥
新
報
他
多
数

の
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
報
道
し
た
。

　

開
会
中
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

三
上
裕
弘
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、
真
澄
の
会
の

皆
様
に
は
大
変
お
骨
折
り
い
た

だ
い
た
。

　

展
示
作
品
は
地
元
の
同
窓
生

だ
け
で
な
く
、
北
海
道
、
宮
城
、

東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、

静
岡
、
京
都
に
在
住
さ
れ
て
い

る
同
窓
生
か
ら
多
数
出
品
し
て

い
た
だ
い
た
。（
六
面
に
出
展

者
一
覧
を
掲
載
）一
つ
の
展
覧

会
と
し
て
は
比
類
な
い
ほ
ど
多

種
多
様
な
分
野
か
ら
渾
身
の
力

作
が
出
展
さ
れ
、
観
覧
さ
れ
た

多
く
の
方
々
か
ら
賞
賛
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
鏡
ヶ
丘
同
窓

会
と
い
う
巨
大
組
織
の
人
材
の

豊
か
さ
、
層
の
厚
さ
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
た
。

　

記
念
美
術
展
の
会
場
と
な
っ

た（
株
）中
三
弘
前
店
六
階
特
設

会
場
と
八
階
ス
ペ
ー
ス
ア
ス
ト

ロ
へ
の
入
場
者
は
約
二
千
名
に

上
り
、
十
一
月
三
日
大
好
評
の

う
ち
に
終
幕
し
た
。

 

弘
前
高
校
渉
外
部
主
任　
齋
藤　

文
雄

　平成19年にスタートした同窓会ホームページも早２
年、アクセス数も２万５千件を超えました。同窓会員の
方で引越しなどで住所が変更になり、そのまま同窓会か
ら各種案内が届かなくなったなどお困りの方もいらっ
しゃいましたが、Googleのネット検索等でたどりつい
たのかホームページ上から住所変更を依頼される方も多
いです。
　また、当サイトでは同窓会の皆様から様々な投稿をい
ただいております。ご自身の近況、同窓会開催の案内な
ど使い方はさまざまです。
ご利用例
　⑴同窓会・同期会の写真を掲載する
　⑵各種論文、投稿文書、持論を掲載する
　⑶ 同期会の案内を掲載する、各種イベント情報を掲載
する

　⑷学校から同窓会へのお知らせ
　⑸学校への要望
こんな使い方をしたいというお考えをお持ちの方は下記
までご相談下さい。
ホームページ　URL http://kagamigaoka.com/
管理者メール　webmaster@kagamigaoka.com
実行委員長　大中　実（昭61卒）

鏡ヶ丘ホームページ　

平
成
二
十
一
年
度
の
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
七
月
四
日
（
土
）
午
後
五
時
よ
り

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル　

麗
峰
の
間

・
会
費　

七
千
円

　

懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
当
番
制
で
各
同
期
会
が

担
当
し
て
お
り
、
昨
年
は
昭

和
53
卒
の
ね
ぷ
た
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
54
年
卒（
代
表
・

須
藤
朗
孝
）の
方
の
出
番
で

す
。
ど
ん
な
企
画
が
飛
び
出

す
か
楽
し
み
で
す
。

　

な
お
、
ご
出
席
さ
れ
る
方

の
み
、
同
封
い
た
し
ま
し
た

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
事
務
局
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。

　

同
窓
会
運
営
協
力
費
の

　

御
礼
と
お
願
い

　

毎
年
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
運

営
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
千
五
百
名
余
り
の
方
々
か

ら
四
百
万
円
を
超
え
る
協
力

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
た
く
、
衷
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
協
力
金
は
会
報
の
発

行
・
発
送
、
ね
ぷ
た
制
作
援

助
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の

餞
別
、
各
地
同
窓
会
会
合
へ

の
旅
費
の
負
担
等
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
協
力
費
は
年
間

一
口
千
円
で
、
一
口
以
上
、

何
口
で
も
結
構
で
す
。
同
封

の
振
替
用
紙
で
郵
便
局
か
ら

ご
送
金
下
さ
い
。
手
数
料
は

同
窓
会
が
負
担
し
ま
す
。

総
会
案
内

総
会
案
内

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
創
立
六
十
周
年
記
念
美
術
展
「
書
・
絵
画
・
彫
刻
」

渾
身
の
力
作
95
点
、
二
千
名
が
観
賞
、
交
流
す

　　　 公式ホームページ　http://kagamigaoka.com/

一
年
を
振
り
返
っ
て

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長　
　
　

中
林　

裕
雄　

（
昭
39
卒
）　

８階　スペースアストロのにぎわい

６階ホールの先輩、後輩、ボランティアが交歓
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数
年
前
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
種
目

を
中
心
に
、
男
子
四
〇
〇
ｍ
リ

レ
ー
で
東
北
大
会
優
勝
や
女
子

四
〇
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
県
高
校

記
録
樹
立
な
ど
、
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
部
員
数
の
減
少
も
あ
り
苦

し
い
戦
い
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
、
数
年
ぶ
り
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
者
を
輩
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
を
通
過
し
、
埼
玉

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
工

藤
隼
人
君（
三
年
）は
、
弘
高
に

は
珍
し
く
？　

砲
丸
投
の
選
手

で
す
が
、
リ
レ
ー
で
は
一
走
を

務
め
る
な
ど
短
距
離
選
手
以
上

の
俊
足
を
持
つ
、
と
て
も
多
才

な
能
力
の
高
い
選
手
で
、
弘
高

ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
人
物
で

し
た
。

　

現
在
新
二
・
三
年
生
、
男
子

十
五
名
、
女
子
三
名
の
戦
力
で

活
動
中
で
す
。
春
に
入
部
す
る

新
入
生
と
と
も
に
、
自
分
達
ら

し
い
陸
上
で
戦
い
、
偉
大
な
先

輩
方
に
続
く
選
手
に
な
れ
る
よ

う
、
部
員
一
丸
と
な
り
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
の
活

躍
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

陸上競技部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

顧
問　

山
口　

真
吾

（
平
３
卒
）

　

こ
の
競
技
で
は
中
学
か
ら
始

め
た
者
と
高
校
か
ら
始
め
た
者

と
で
は
技
術
面
で
大
き
な
差
が

で
ま
す
。
し
か
し
大
会
で
は
同

じ
コ
ー
ト
で
戦
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
校
で
は
中
学
経
験
者

の
入
部
は
毎
年
一
〜
二
名
程
度

で
、
こ
こ
数
年
、
県
の
ベ
ス
ト

８
が
最
高
の
戦
績
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
今
年
、
女
子
の
中

学
経
験
者
が
三
名
入
部
し
、
秋

の
県
新
人
戦
で
は
準
優
勝
を
果

た
し
東
北
大
会
へ
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
出
せ
た
の
は
決

し
て
三
名
の
入
部
だ
け
で
は
な

く
、
今
ま
で
弘
高
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
で
頑
張
っ
て
き
た
、
在
校

生
や
卒
業
生
が
い
た
か

ら
で
あ
り
、
伝
統
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
ー
チ
を
は

じ
め
多
く
の
方
か
ら
の

応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
の
生
徒
に
と
っ

て
部
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
決
し
て
楽
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
出
来
事
が
自
信
に
な

り
、
き
っ
と
勉
学
の
面

で
も
活
か
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

バドミントン部

好
機
を
得
て

顧
問　

海
老
名
英
俊

（
昭
52
卒
）

　

今
年
は
演
劇
部
に
と
っ
て
激

動
の
一
年
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
弘
高
祭
二

日
目
舞
台
発
表
と
三
日
目
の
駄

菓
子
屋
開
店
。
高
総
文
地
区
大

会
で
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

県
大
会
に
出
場
。
ま
た
、
あ
お

も
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
、
冬
期

合
同
発
表
会
で
の
熱
演
…
。
こ

の
五
回
の
舞
台
で
、
私
た
ち
は

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
十
一
年
ぶ
り
の
県

大
会
へ
の
出
場
は
と
て
も
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
県
大
会
で
は
一
〇
〇
％
納
得

の
い
く
舞
台
を
作
り
出
す
ま
で

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
課
題
に
気
付
き
、
更

な
る
躍
進
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
お
も
り
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
日
常
の
人
権
問
題
を
描

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｒ
Ａ
Ｂ
で

三
月
七
日（
土
）に
放
映

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
こ
の
勢
い

を
失
わ
ず
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
声
援

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人

事

異

動

平
成
二
十
年
度

図
書
寄
贈
同
窓
生
一
覧

演 劇 部

演
劇
部
こ
の
一
年
顧
問　

杉
山　

太
子

退
職
／
養
護
教
諭
・
小
嶋
ま
き

転
任
／
教
頭
・
石
戸
谷
繁
（
金
木

高
校
長
へ
）教
諭
・
福
原
直
樹（
弘

高
教
頭
へ
）
阿
部
雅
（
弘
前
南
）

眞
嶋
尚
人
（
弘
前
中
央
）
藤
原
健

一（
青
森
西
）齋
藤
達
人（
木
造
）

明
石
裕（
弘
前
南
）工
藤
康
暢（
青

森
南
）
齋
藤
聖
一
（
黒
石
）
川
野

優
子
（
県
教
委
）
古
川
大
吾
（
田

名
部
）臨
時
講
師
・
砂
澤
拓
也（
新

採
用
・
大
間
）
総
括
事
務
主
幹
・

五
十
嵐
徹
（
弘
前
工
業
）

転
入
／
教
頭
・
福
地
進
（
三
沢
）

教
諭
・
葛
西
隆
（
青
森
中
央
）
相

川
省
治
（
青
森
北
）
三
浦
航
（
新

採
用
）杉
澤
雅
寿（
青
森
東
）佐
々

木
康
人
（
五
所
川
原
）
船
越
素
子

（
弘
前
中
央
）
中
村
佐
（
県
教
委
）

福
山
直
人
（
弘
前
南
大
鰐
校
舎
）

藤
田
正
雄（
青
森
）横
山
將
仁（
田

名
部
）臨
時
講
師
・
石
田
裕
一（
平

内
）
養
護
教
諭
・
菊
池
理
子
（
板

柳
）事
務
主
幹
・
鈴
木
る
り
子（
弘

前
工
業
）
非
常
勤
講
師
・
古
川
ル

リ
子

平成21年３月卒業生の進路状況(３月31日現在）
表１　平成20年度卒業生（267名）進路状況

受　　験 合　　格 進　　学

国公立大学 今年 342 174 172
昨年 329 174 167

私 立 大 学 今年 299 127 50
昨年 344 162 53

そ の 他 今年 9 5  5
昨年 14 12 11

就　　　　職 今年 0 0 　0
昨年 1 1 　1

進 路 未 定 今年 40
昨年 42

表３　過去6年間のおもな大学の合格者数
（国公立大）

平成21年 平成20年 平成19年 平成18年 平成17年 平成16年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北 海 道 4 1 7 2 10 1 3 2 5 3 4 3
弘 前 大 83 6 76 10 67 11 68 8 81 13 65 20
岩 手 大 9 1 4 12 1 5 7 4 1
東 北 大 28 4 29 6 26 4 31 1 27 13 21 13
筑 波 大 3 1 2 1 2 1 1 6
千 葉 大 4 2 11 2 3 6 5 4 1
お 茶 の 水 1 1 1 1
東 京 大 2 3 4 2 5 1 1 4 1 1
東 京 外 語 3 1 1 1 2
横 浜 国 立 2 2 1 1 2 1 1
京 都 大 1 1 2 1 1

計 174 25 174 31 150 28 152 24 164 51 141 51
（私立大）

平成21年 平成20年 平成19年 平成18年 平成17年 平成16年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北海道医療 5 2 8 2 5 1 2 1
東 北 薬 大 6 6 3 2 11 1 7 4 4 1
慶 應 大 2 2 1 1 2 1 1 3 1 4 2
中 央 大 8 4 7 4 5 2 10 3 7 5 8
日 大 4 1 9 2 2 2 5 2 5 8 3 3
明 治 大 10 2 4 2 6 1 2 4 2 4 1 9
立 教 大 1 4 2 4 4 4 3 3 2
早 稲 田 大 11 1 6 5 7 3 10 8 8 11 7 5
立 命 館 大 1 5 2 2 8 1 5 2 5

計 128 38 162 60 128 47 172 55 132 120 103 124

表２　最近６年間の進学率
平成21年 平成20年 平成19年 平成18年 平成17年 平成16年

全体 進 学 率 85.0% 84.3% 79.5% 80.0% 81.6% 69.5%
卒業者数 267 274 278 270 277 279

男子 進 学 率 83.5% 82.3% 80.5% 78.0% 78.9% 60.1%
卒業者数 127 130 149 150 147 143

女子 進 学 率 86.4% 86.1% 78.3% 82.5% 84.6% 79.4%
卒業者数 140 144 129 120 130 136

▼
昭
22
卒  

佐
藤
圭
一
郎『
戦
前
・

戦
後
の
子
ど
も
た
ち
わ
れ
ら
の

日
々
』（「
新
老
人
の
会
」
北
東
北

ブ
ラ
ン
チ
）▼
昭
25
卒
葛
西
祐
次

『
講
座　

中
国
近
現
代
史
１
〜
７
』

（
野
沢
豊
・
田
中
正
俊
編
）『
中
国

の
歴
史 

１
〜
15
』（
陳
舜
臣
）『
原

平
成
20
年
度
の

　
　

進
路
状
況

進
路
指
導
部　

奈
良　

昌
孝

　

今
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、
多
く
の
科
目
で

平
均
点
を
下
げ
９
０
０
点
総
合

で
は
全
国
平
均
が
昨
年
よ
り
20

点
ほ
ど
下
が
っ
た
。
本
校
の
総

合
点
平
均
は
、
文
系
が
６
０
６

点（
▼
32
点
）理
系
が
６
５
０
点

（
▼
38
点
）と
昨
年
よ
り
大
き
く

下
が
っ
た
。
他
校
に
比
べ
下
げ

幅
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
上
位

層
が
薄
く
難
関
大
は
厳
し
い
戦

い
に
な
る
と
感
じ
て
い
た
。

　

出
願
状
況
は
、
東
大
志
願
者

が
11
名
と
増
加
、
東
北
大
で
は

昨
年
よ
り
若
干
減
ら
し（
51⇒

47
）と
な
っ
た
。
弘
前
大
の
志

願
者
は
セ
ン
タ
ー
試
験
結
果
ダ

ウ
ン
か
ら
増
加
、
そ
の
他
京

大
・
東
工
大
・
東
京
外
国
語
大

な
ど
毎
年
受
験
生
が
い
る
大
学

に
出
願
者
が
い
な
い
と
い
っ
た

若
干
偏
り
が
み
ら
れ
る
出
願
状

況
で
あ
っ
た
。

　

入
試
結
果
は
、
東
大
は
前
期

試
験
で
１
名（
理
Ⅱ
）、
後
期
全

科
類
枠
で
１
名
合
格
の
計
２
名

で
、
３
年
前
の
現
役
５
名
か
ら

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。
東
北

大
は
現
役
28
名
、
過
年
度
生
を

合
わ
せ
て
32
名
合
格
。
弘
前
大

は
83
名
。
旧
帝
大
合
格
者
を
減

ら
し
た
も
の
の
国
公
立
大
学
合

格
者
総
数
は
１
７
４
名
と
昨
年

度
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

青
森
県
の
医
師
不
足
問
題
が

話
題
に
な
る
中
、
今
年
度
弘
大

医
学
部
は
推
薦
入
試
を
廃
止
し

Ａ
Ｏ（
自
己
推
薦
）入
試
を
導
入
、

募
集
定
員
も
40
名
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｏ
合
格
者
は
11
名
、
一
般
入

試
で
弘
前
大
と
秋
田
大
に
各
１

名
ず
つ
合
格
、
私
大
も
合
わ
せ

医
学
科
現
役
合
格
は
15
名
、
過

年
度
生
合
格
13
名
と
な
り
、
医

師
不
足
問
題
に
今
年
も
一
役
買

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

こ
こ
数
年
進
学
率
が
80
％
を

超
え
、
今
年
は
85
％
と
昨
年
を

抜
き
過
去
最
高
記
録
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
三
年
次
五
月
の
第
一

志
望
校
受
験
率
が
35
％
程
度
と

低
か
っ
た
。
不
安
定
な
社
会
情

勢
、
長
引
く
不
況
な
ど
様
々
な
影

響
を
受
け
る
中
、
生
徒
の
第
一

志
望
を
達
成
さ
せ
る
よ
う
進
路

指
導
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
年

で
あ
っ
た
。
１
２
６
年
の
伝
統

を
諸
先
輩
か
ら
受
け
継
ぐ
本
校

は
、
こ
れ
か
ら
も「
全
人
教
育
」

を
目
指
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　

点　

中
国
近
代
思
想
史　

第
一
冊

〜
第
六
冊
』（
西
順
蔵
編
）▼
昭
27

卒  

葛
西
清
孝
『
春
風
秋
風
』（
葛

西
美
枝
子
）▼
昭
29
卒  

北
山
文

子
『
ラ
ジ
オ
東
京 

戦
時
体
制
下 

日
本
の
対
外
放
送 

１
〜
３
』

『
ピ
ー
ス
ト
ー
ク 

日
米
電
波
戦

争
』『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
戦
時
海
外
放
送
』『
放

送
の
ふ
る
さ
と
で
』（
北
山
節
郎
）

▼
昭
32
卒　

阿
部  

東
『A

 N
ew
 

Subspecies of L
epaulax 

m
atsum

ori 

（C
oleoptera, 

Passalidae

） from
 K
achin, 

M
yanm

ar

』『
青
森
県
で
採
取
し

た
ホ
ソ
カ
タ
ム
シ
科 （Colydiidae

）』

『
ヒ
メ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
亜
族（Boloriini

）

の
蝶
13
種
の
染
色
体
調
査
』（
阿

部 

東
）
▼
昭
33
卒　

工
藤
敏
行

『
樺
太
、
わ
が
心
の
故
郷（
ふ
る
さ

と
）』（
工
藤
敏
行
）▼
昭
35
卒　

珊
瑚
会
一
同『
ね
ぷ
た
を
つ
く
る
』

（
高
橋
憲
彦
）▼
昭
37
卒　

竹
田
允

彦
『N

ishim
ura

式
合
格
す
る
！ 

医
歯
薬
へ
の
英
語 

過
去
問
620
校

（
延
べ
）徹
底
分
析
』（
西
村
真
澄
・

山
田
明
夫
）『
石
原
式
会
話
で
攻

略
！ 

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
』 （
石
原
修
）『
医
系
英
語
の

速
読
・
記
述
特
訓
』（
西
村
真
澄
）

▼
昭
38
卒　

高
橋
憲
彦
『
ね
ぷ
た

を
つ
く
る
』（
高
橋
憲
彦
）▼
昭
49

卒　

福
井
次
郎
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
は

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
っ
た
の

か
』（
福
井
次
郎
）▼
特
別
会
員
・

石
戸
谷
繁
『
学
校
の
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー　

事
例
研
究
か
ら
見
た
高

校
教
育
の
内
側
』（
古
賀
正
義
編

著
）

母
校

便
り
母
校

便
り
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●プロフィール
【学　歴】
弘前高等学校卒業（昭和41年卒）
一橋大学社会学部卒業（昭和49年卒）
【職　歴】
1976年４月　外務省入省
1988年６月　国際連合日本代表部　一等書記官
1990年８月　在ソヴィエト連邦日本国大使館　一等書記官
1992年４月　在ロシア日本国大使　一等書記官
1993年１月　同　参事官
1993年８月　欧州復興開発銀行（英国ロンドン）日本理事代理
1997年８月　大蔵省関税局調査保税課長
1999年８月　外務省通信課長
2001年１月　外務省総合外交政策局（軍備管理・科学担当）参事官
2002年６月　在ロシア日本国大使　公使
2004年８月　在ハバロフスク日本国総領事
2007年３月　日本国際問題研究所主幹
2009年１月　在ラトビア特命全権大使

平成20年度開校記念講演
「真の国際人とは何か」

　

母
校
の
開
校
記
念
講
演
の
講

師
に
我
が
昭
和
四
十
一
年
卒
業

生
の
長
内
敬
君
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
実
に
喜
ば
し
く
、
講
師
に

選
ん
で
頂
い
た
山
上
校
長
先
生

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
真
の
国
際
人
と
は

何
か
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
講
演
要
旨
は
こ

こ
で
は
割
愛
し
て
、
私
が
知
っ

て
い
る
高
校
時
代
か
ら
現
在
ま

で
の
長
内
君
の
生
き
方
の
一
端

を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
が
「
演

題
の
答
え
」
の
一
助
に
な
る
と

思
う
か
ら
で
す
。

　

弘
高
時
代
、
彼
は
成
績
は
常

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、

所
謂
「
勉
強
家
」
で
は
な
く
、

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
親
分
肌

で
面
倒
見
が
よ
く
、
結
構
遊
ん

で
い
た
よ
う
で
し
た
。
担
任
の

小
坂
昇
観
先
生
に
は
、
特
に
お

世
話
に
な
っ
た

ら
し
い
で
す
。

　

長
内
君
は
弘

高
卒
業
後
、
一

橋
大
学
に
進
み

そ
こ
か
ら
外
務

省
に
入
り
ま
し

た
。
多
く
の
日

本
人
は
外
国
を

選
べ
と
言
わ
れ

れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ

等
欧
米
各
国
を

選
ぶ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
う
し

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
彼
は

旧
ソ
連
を
選
び
ま
し
た
。
当
時

ア
メ
リ
カ
と
旧
ソ
連
は
二
大
超

大
国
と
し
て
対
峙
し
、
冷
戦
と

い
わ
れ
る
構
造
を
形
成
し
て
い

た
時
代
で
す
。「
日
本
に
お
い

て
、
ア
メ
リ
カ
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
ソ
連
は
鉄
の
カ
ー

テ
ン
の
向
こ
う
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
を
知

る
た
め
に
も
ソ
連
に
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
選
ん

だ
」
と
入
省
時
の
面
接
で
各
局

長
を
前
に
し
て
述
べ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
長
内
君
ら
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
し
た
。
入

省
後
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
や
旧
ソ

連
、
国
連（
米
国
）、
フ
ラ
ン
ス

等
各
国
で
の
外
国
生
活
を
経
験

し
、
日
本
人
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
を
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
彼
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
な
り
、
外
交
の
場
で
生
き

生
き
活
躍
し
て
い
る
姿
に
頼
も

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
内
君
は
こ
の
三

月
、
大
使
と
し
て
ラ
ト
ビ
ア
共

和
国
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。                 

長
内
君
の　
　

　
　
　

生
き
方

   

葛
西　

恒
雄（
昭
41
卒
）

　

高
校
の
図
書
室
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
本
を
選
ぶ
為
に
彷さ

ま
よ徨
う

人
種
と
、
勉
強
す
る
机
を
求
め

に
や
っ
て
来
る
人
種
に
分
か
れ

た
も
の
だ
。

　

読
書
派
の
私
に
は
、
三
年
生

の
み
が
入
室
を
許
さ
れ
た
書
庫

が
宝
物
庫
に
等
し
か
っ
た
。
時

代
を
経
て
変
色
し
た
本
や
、
見

た
こ
と
の
な
い
単
語
が
い
ち
い

ち
高
尚
な
物
に
思
え
た
。
こ
こ

で
触
れ
た
「
大
唐
西
域
記
」
や

「
王

シ
ャ
ー
ナ
ー
メ
書
」
が
、
大
学
で
東
洋
史

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
大
き
な
声
で
は
云
え
な

い
が
、
夏
も
ひ
ん
や
り
涼
し
く

人
も
ほ
と
ん
ど
来
な
い
書
庫
は

絶
好
の
避
暑
地
だ
っ
た
。

　

テ
ス
ト
問
題
や
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
作
品
を
リ
ク
エ

ス
ト
出
来
る
点
も
嬉
し
か
っ

た
。
あ
ま
り
に
頼
む
の
で
、
名

前
し
か
書
い
て
な
い
は
ず
な
の

に
、
司
書
の
方
に
「
×
×
を
頼

み
ま
し
た
よ
ね
。
入
っ
て
ま
す

よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
真
っ
赤

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

近
年
、
新
築
さ
れ
た
弘
高
図

書
館
に
入
り
あ
然
と
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー（
！
）を
降
り
る
と

天
井
が
高
く
開
放
的
な
空
間
が

広
が
っ
て
い
た
。
羨
ま
し
い
と

同
時
に
、
旧
図
書
館
の
埃
っ
ぽ

く
床
が
ミ
シ
ミ
シ
鳴
っ
た
木
造

の
場
所
が
、
ま
る
で
秘
密
基
地

の
よ
う
に
か
け
が
え
の
な
い
遊

び
場
に
思
え
て
恋
し
か
っ
た
。

　

昨
年
七
月
、

弘
高
渉
外
部

に
一
通
の
電

話
が
入
っ
た
。

富
山
大
学
鳴
橋
直
弘
名
誉
教
授

か
ら
「
弘
高
の
〝
鏡
陵
〞
第
二

号
（
昭
和
四
十
五
）
の
『
偉
大

な
植
物
採
集
家
ウ
ル
ベ
ン
・
フ
ォ

リ
ー
神
父
』
を
是
非
読
ま
せ
て

ほ
し
い
」
と
。
以
前
に
鳥
取
大

学
や
大
阪
市
立
大
学
の
植
物
分

類
学
者
か
ら
も
希
望
の
お
便
り

が
あ
り
、「
フ
ォ
リ
ー
の
来
日

の
背
景
と
そ
の
生
涯
」
を
調
べ

て
い
る
私
に
は
、
ま
こ
と
に
得

が
た
い
励
み
に
な
っ
て
い
た
。

　

思
え
ば
フ
ォ
リ
ー
師

（
弘
化
三

大
四
）
は

明
治
六
年
に
来
日
、
四

十
二
ヵ
年
の
在
日
中
、

過
半
を
青
森
・
弘
前
で

過
ご
し
、
明
治
期
の
日

本
で
も
っ
と
も
優
れ
た

植
物
の
採
集
家
だ
っ
た
。

ま
た
、当
地
の
り
ん
ご
栽
培
に
、

初
め
て
剪
定
技
術
を
指
導
さ
れ

た
師
で
も
あ
っ
た
。

　

明
治
二
十
九
年
の
秋
、
本
校

の
二
年
生
だ
っ
た
郡
場
寛
（
明

33
卒
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

弘
前
大
学
学
長
）
が
、
博
物
の

平
塚
直
治
先
生
の
紹
介
で
、
学

友
と
と
も
に
フ
ォ
リ
ー
師
を
幾

度
と
な
く
訪
ね
、
莫
大
な
植
物

標
本
を
見
、
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
師
の
語
る
植
物

か
ら
見
た
自
然
、
生
態
・
形
態

に
多
大
な
関
心
を
い
だ
き
、
将

来
、
そ
の
道
を
究
め
ん
と
進
ま

れ
た
。

　

大
正
四
年
、
フ
ォ
リ
ー
師
が

台
湾
で
天
に
召
さ
れ
、
青
森
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
収
蔵
の

六
万
二
四
四
〇
点
の
植
物
標
本

が
、
神
戸
の
資
産
家
か
ら
京
都

大
学
に
寄
贈
（
大
九
）
さ
れ
た

と
き
、
郡
場
先
生
は
同
大
学
の

新
設
の
植
物
学
教
室
に
迎
え
ら

れ
た
の
だ
っ
た
。

　

平
成
四
年
、
角
田
充
（
昭
35

卒
）
氏
が
、
京
都
大
学
の
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
に
一
か
月
余
通
い
、

莫
大
な
植
物
標
本
を
自

ら
の
手
で
丹
念
に
調
べ
、

「
フ
ォ
リ
ー
神
父
植
物
採

集
年
譜
」
と
題
し
た
貴
重

な
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。

元
弘
高
生
物
の
阿
部
東

（
昭
32
卒
）
氏
か
ら
届
け

ら
れ
、
幾
度
と
な
く
目
を

通
す
中
で
、
最
後
の
頁
に

述
べ
ら
れ
た
「
赴
任
後
ま

も
な
い
弘
前
の
標
本
で

は
、
土
地
の
な
ま
り
そ
の

ま
ま
に
〝Shirosaki

〞
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
や
が
て
標
準
語

の
〝H

irosaki

〞
と
変
わ
っ
て

い
る
し
…
…
」を
読
む
た
び
に
、

思
わ
ず
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

　

忘
れ
も
し
な
い
平
成
十
九
年

十
一
月
、青
森
県
日
仏
協
会（
会

長
梅
原
正
年
・
昭
27
卒
）
が
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
金
管
五
重
奏

「
オ
ル
フ
ェ
オ
」
を
呼
び
、
弘

前
大
学
み
ち
の
く
ホ
ー
ル
で
演

奏
会
を
開
催
、
終
わ
っ
て
打
上

げ
の
時
だ
っ
た
。
代
表
の
ニ
コ

ラ
・
バ
ロ
ニ
エ
氏
に
、「
一
昨

年
、
リ
ヨ
ン
の
南
西
の
ジ
ェ
ニ

エ
ル
村
へ
、
日
本
の
植
物
の
新

種
発
見
で
著
名
な
フ
ォ
リ
ー
神

父
の
生
家
を
訪
ね
、
近
く
に
住

む
親
族
と
も
お
会
い
し
ま
し

た
。」
と
話
し
た
途
端
、「
う

わ
ぁ
ー
！
奇
跡
だ
っ
！ 

そ
の

村
は
私
の
祖
父
が
住
み
、
母
も

住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
村
な
ん
で

す
よ
。
弘
前
で
聞
く
と
は
！
」

と
。
そ
し
て
「
私
は
、
外
務
省

か
ら
日
仏
文
化
交
流
で
、
仙
台

に
四
年
間
住
ん
で
い
た
が
、

フ
ォ
リ
ー
師
の
名
は
、
つ
い
ぞ

耳
に
し
な
か
っ
た
」と
。
翌
朝
、

〝
鏡
陵
第
二
号
〞を
コ
ピ
ー
し
、

宿
泊
の
ホ
テ
ル
に
足
を
運
ん
だ
。

　

植
物
採
集
家
ウ
ル
ベ
ン
・
フ
ォ
リ
ー
神
父
と
弘
中
・
弘
高
生

　

植
物
採
集
家
ウ
ル
ベ
ン
・
フ
ォ
リ
ー
神
父
と
弘
中
・
弘
高
生

  

佐
藤
圭
一
郎
（
昭

佐
藤
圭
一
郎
（
昭
2222
卒
）
卒
）

講　

師
 

財
団
法
人

 

日
本
国
際
問
題
研
究
所 

主
幹
（
当
時
）

　
　

長お
さ

内な
い　

　

敬た
か
し 

氏

ウルベン・フォリー神父（1847‒1915）

あ
の
頃
の
一
枚

心
地
よ
く
秘
密
め
い
た
と
こ
ろ

心
地
よ
く
秘
密
め
い
た
と
こ
ろ

  

田
代
由
紀
子
（
平
２
卒
）

田
代
由
紀
子
（
平
２
卒
）

旧図書館の様子

講演する長内氏講演する長内氏

フォリー神父の生家
フォリー師の親族　レジステソネール夫妻と（ジェニエール村）新図書館の様子

卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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鏡
ヶ
丘
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
母
校

へ
の
ご
支
援
や
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
、
本
校
は
創
立

百
二
十
六
年
、
鏡
ヶ
丘
同
窓

会
は
創
立
六
十
一
周
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
第
一
体
育
館
の
後

ろ
に
「
誰
人
天
下
賢
」（
誰た
れ

人
か
天
下
の
賢
）
と
い
う
扁

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
扁
額
は
昭
和
四
十
三
年

創
立
八
十
五
年
の
開
校
記
念

日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

第
二
十
二
代
校
長
小
田
桐
孫
一

先
生
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
も

の
で
す
。
明
治
期
活
躍
し
た
郷

土
出
身
の
言
論
人
、
陸
羯
南
先

生
の
「
名
山
名
士
を
出
す
」
で

は
じ
ま
る
有
名
な
五
言
絶
句
の

結
び
の
句
で
す
。

　

小
田
桐
先
生
の
お
話
や
原
稿

を
ま
と
め
た
「
鶏け
い

肋ろ
く

抄
」
と
い

う
本
の
中
に
、
こ
の
「
天
下
の

賢
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

「
天
下
の
賢
は
、
社
会
的
地

位
や
所
得
な
ど
と
は
直
接
に
は

な
ん
ら
関
係
な
い
。
ま
た
『
え

ら
い
人
や
名
高
い
人
』
で
も
な

い
。
ど
ん
な
社
会
的
地
位
で
あ

ろ
う
と
も
、
ど
ん
な
所
得
で
あ

ろ
う
と
も
、
自
分
が
い
な
く
て

は
物
事
が
渋
滞
し
て
困
る
よ
う

な
人
の
こ
と
で
あ
る
。
地
方
に

あ
っ
て
も
、
大
都
会
に
あ
っ
て

も
、
一
隅
を
照
ら
す
人
の
こ
と

で
あ
る
」

　

さ
ら
に
は
、「
学
校
の
歴
史

は
長
い
か
ら
と
い
っ
て
尊
い
の

で
は
な
い
。
そ
の
長
い
道
程
の

中
に
読
も
う
と
す
れ
ば
読
め
る

里
程
標
が
あ
る
か
ら
尊
い
の
で

あ
る
。
誰
人
天
下
賢
は
か
つ
て

荒
々
し
い
風
雪
の
中
に
あ
り
な

が
ら
そ
れ
に
耐
え
た
里
程
標
の

一
つ
で
あ
っ
た
し
、
今
も
同
じ

風
雪
に
耐
え
う
る
里
程
標
で
あ

る
こ
と
を
信
ず
る
。
こ
の
扁
額

を
高
く
掲
げ
た
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
」
と
も
書
か
れ
て

い
る
。

　

あ
れ
か
ら
四
十
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
語
は

今
の
時
代
で
も
そ
の
ま
ま
通

用
す
る
立
派
な
里
程
標
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
に
い
る
生
徒
は
、

当
時
に
比
べ「
か
細
く
」な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
の
実

態
を
し
っ
か
り
見
据
え
、「
師

弟
同
行
」
の
精
神
で
、「
天

下
の
賢
」
た
る
に
ふ
さ
わ
し

い
「
弘
高
生
」
を
、
今
後
と

も
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
育

て
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
ご
発

展
と
皆
様
の
ご
健
康
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

天
下
の
賢

　
　
　
　

校
長　

山
や
ま
の
う
え上　

佳よ
し
男お

今
総
会
は
同

窓
会
創
立
六
十

周
年
記
念
の
節

目
の
年
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

明
治
十
七
年

十
月
に
、
本
県

唯
一
の
公
立
中

学
校
と
な
る
青

森
県
中
学
校
と

し
て
産
声
を
上

げ
て
以
来
、
我

が
校
は
百
二
十

五
年
の
歴
史
を

刻
み
、
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出

し
て
き
た
。

こ
の
弘
中
、

弘
高
の
長
い
歴

史
の
中
で
、
今
で
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
。
そ
れ
は
、
弘

中
、
弘
高
の
「
魂
」
で
あ
る
。

一
つ
に
、
弘
中
生
が
義
を
貫
い

た
と
言
わ
れ
て
い
る
昭
和

六
年
の
「
嶽
籠
城
事
件
」

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
一
九
会
の
皆
様
を
中

心
に
行
わ
れ
た
『
朔つ
い

日た
ち

山や
ま

晴は

れ
だ
が
』
の
公
演
で
再

現
さ
れ
、
次
の
時
代
に
弘

中
魂
が
引
き
継
が
れ
た
。

も
う
一
つ
は
、
ね
ぷ
た

で
あ
る
。
昭
和
二
十
八

年
、
学
校
創
立
七
十
年
記

念
の
弘
高
祭
で
初
め
て
出

陣
し
た
弘
高
ね
ぷ
た
は
、

五
十
五
年
が
経
過
し
た
今

日
、
津
軽
の
夏
の
訪
れ
を

告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、

弘
前
の
文
化
と
な
る
ま
で

に
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
ね
ぷ

た
を
同
窓
会
総
会
に
出
陣
さ
せ

よ
う
。

　

「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」。
昭
和
五

十
三
年
夏
。
高
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
若
者
達
で
弘
前
ね
ぷ

た
ま
つ
り
に
出
陣
し
た
実
績
の

あ
る
我
が
同
期
で
あ
れ
ば
で
き

る
か
も
？　

無
謀
な
若
者
達
の

想
い
が
三
十
年
経
っ
た
今
、
同

窓
会
総
会
会
場
に
甦
っ
て
き

た
。
最
前
列
の
大
先
輩
方
か
ら

平
成
卒
業
の
後
輩
ま
で
、
会
場

を
練
り
歩
く
担
ぎ
ね
ぷ
た
と
懐

か
し
い
写
真
の
上
映
に
、
心
が

一
つ
に
な
っ
て
母
校
の
歴
史
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

事
だ
が
、
出
席
者
最
高
齢
と
な

る
昭
和
十
年
卒
の
斎
藤
・
中
村

両
先
輩
は
私
の
亡
父
と
同
期
で

あ
り
、
特
に
感
慨
深
か
っ
た
。

総
会
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様

に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

魂
の
継
続
・
ね
ぷ
た
出
陣

魂
の
継
続
・
ね
ぷ
た
出
陣

平
成
平
成
2020
年
度
総
会
実
行
委
員
長

年
度
総
会
実
行
委
員
長　

桜
田　
　

宏

　

桜
田　
　

宏  

（
昭
（
昭
5353
卒
）
卒
）

平
成
十
五
年
を
最
後
に
開
催

が
途
絶
え
て
い
た
鏡
ヶ
丘
同
窓

会
県
庁
支
部
総
会
が
、
昨
年

十
二
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
県
庁
支
部
は
、
本
庁
並

び
に
東
青
地
区
に
勤
務
す
る
県

職
員
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

で
、
約
三
百
名
の
会
員
を
抱
え

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
約
四
十
名
の
会

員
が
出
席
し
、
県
観
光
局
長
の

小
笠
原
裕
支
部
長
（
昭
43
卒
）

が「
今
日
の
開
催
を
機
に
、鏡
ヶ

丘
同
窓
生
同
士
の
旧
交
を
深
め

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
結
束

を
高
め
、
県
政
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
を
」
と
挨
拶
、
五
年
ぶ

り
の
開
催
を
喜
び
ま
し
た
。

ま
た
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
生
で
あ

五
年
ぶ
り
の
和
や
か
な
総
会

五
年
ぶ
り
の
和
や
か
な
総
会

二
百
名
近
く
の
参
加
で
盛
大
に

二
百
名
近
く
の
参
加
で
盛
大
に

る
五
名
の
県
議
会
議
員
の
他
、

中
林
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
長
、
報
道

・
金
融
機
関
の
役
職
員
、
同
窓

会
担
当
の
先
生
方
も
ご
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
、
皆
様
か
ら
近

況
報
告
を
賜
り
ま
し
た
。

昨
今
は
、
特
に
若
手
職
員
の

中
で
同
窓
会
離
れ
が
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
、
各
部
局
に
置
か

れ
た
連
絡
員
も
取
り
ま
と
め
に

苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

一
方
で
、
平
成
の
年
次
に
卒
業

さ
れ
た
職
員
に
も
多
く
参
加
頂

く
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
に
富

ん
だ
総
会
と
な
り
、
各
部
局
の

垣
根
を
超
え
て
情
報
交
換
を
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
ん

だ
懇
談
の
最
後
は
、
三
本
締
め

で
総
会
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

年
一
度
の
東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓

会
が
昨
年
十
月
十
一
日
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

♪
青
く
澄
ん
だ
山
に
囲
ま
れ

た
ふ
る
さ
と
〜
そ
の
土
地
を
捨

て
て
長
い
こ
と
夢
み
て
い
た
〜

都
会
の
暮
ら
し
に
彼
ら
は
出
て

ゆ
く
〜
♪

　

同
窓
会
は
津
軽
を
代
表
す
る

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
秋
田
漣
さ

ん
の
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
で
幕
が

開
き
ま
し
た
。
漣
さ
ん
の
表
現

豊
か
な
歌
と
、
温
も
り
の
あ
る

津
軽
弁
の
語
り
で
会
場
は
一
気

に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
ふ
る
さ

と
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
、
都
会
暮
ら
し
で
か

じ
か
み
が
ち
な
我
々
の
心
は
ト

ロ
ト
ロ
と
溶
け
出
し
て
い
く
の

を
感
じ
る
の
で
し
た
。

　

ね
ぷ
た
出
陣
を
合
図
に
始
ま
っ

た
総
会
で
は
、
八
木
橋
惇
夫（
昭

31
卒
）新
会
長
就
任
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
「
弘
中
、
弘
高

で
青
春
を
過
ご
し
た
仲
間
が
世

代
を
超
え
て
交
流
す
る
輪
を
広

げ
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
弘
前
か
ら
駆
け
つ
け
て
来

ら
れ
た
中
林
裕
雄
同
窓
会
長
と

県　

庁　

支　

部

県　

庁　

支　

部

蒔
苗　

伸
郎
（
平
元
卒
）

東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

千
葉　

貴
司
（
昭
45
卒
）

鏡ヶ丘ねぷた、いざ出陣鏡ヶ丘ねぷた、いざ出陣！！

山
上
佳
男
校
長
は
「
弘
高
も
女

子
生
徒
が
多
く
な
り
、
ね
ぷ
た

で
も
女
子
が
主
導
権
を
握
っ
て

い
る
」
と
女
子
の
パ
ワ
ー
が
大

き
く
向
上
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
の

中
性
化（
？
）が
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
同
窓
会
も
こ
れ
か
ら
は
女

性
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

　

懇
親
会
は
花
田
潔（
昭
10
卒
）

名
誉
会
長
の
「
乾
杯
！
」
で
ス

タ
ー
ト
。
九
十
一
歳
を
迎
え
ら

れ
て
な
お
元
気
い
っ
ぱ
い
の
大

先
輩
に
と
て
も
頼
も
し
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。
卒
業
年
度
ご

と
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
正
調
な

（
？
）津
軽
弁
が
飛
び
交
い
、
皆

さ
ん
す
ば
ら
し
い
笑
顔
で
旧
交
を

温
め
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。
弘

中・弘
高
の
校
歌
や
応
援
歌「
北

斗
の
黙
示
」
を
昭
45
卒
の
元
応

援
団
長
の
指
揮
で
合
唱
し
、「
フ

レ
ー！　

フ
レ
ー
！　

弘

高
！
」
の
エ
ー
ル
で
会
は
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

延
べ
三
時
間
の
同
窓
会
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
名
残
が
尽
き
な

い
の
か
、
用
意
し
た
二
次
会
々

場
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
参
加

者
で
、
さ
ら
に
都
合
で
本
会
は

欠
席
さ
れ
た
鳴
海
康
安
名
誉
会

長
も
駆
け
つ
け
ら
れ
、
当
然
な

が
ら
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

二
次
会
で
も
ま
だ
収
ま
ら
ぬ

有
志
は
仲
間
と
東
京
の
夜
の
街

に
繰
り
出
し
て
い
く
の
で
し

た
。
ち
な
み
に
今
回
の
同
窓
会

の
当
番
だ
っ
た
45
年
卒
組
は
、

漣
さ
ん
を
交
え
四
次
会
ま
で
旧

交
を
深
め
、
名
残
惜
し
く
も
再

会
を
約
束
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

弘中健児、ハチマキまいて大集合弘中健児、ハチマキまいて大集合！！

東京発。元気いっぱい91歳の「乾杯東京発。元気いっぱい91歳の「乾杯！！」」

幅広い年齢層が集った県庁支部総会幅広い年齢層が集った県庁支部総会

七
月
四
日
（
土
）

七
月
四
日
（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
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も
発
足
し
、
会
合
に
は
弘
前
か

ら
も
何
名
か
が
参
加
し
ま
し

た
。
歳
を
経
る
に
つ
れ
、
四
年

に
一
度
の
間
隔
は
長
過
ぎ
る
と

い
う
意
見
が
多
く
、
二
年
に
一

度
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
と
交
互
の
開
催
で
毎

年
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
古
稀
を
祝
う
会
で
は

県
外
か
ら
の
九
名
を
加
え
六
十
一

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
の
守
護
神
・
岩
木
山
神

社
の
宮
司
の
祝
詞
を
皆
畏
ま
り

神
妙
に
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

恩
師
佐
藤
圭
一
郎
先
生
を
囲

ん
で
の
懇
親
会
で
は
、
昔
に
返

り
、
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
私
達
の
会
合
に

い
つ
も
ご
出
席
頂
い
た
恩
師
中

村
弘
先
生（
三
月
十
一
日
逝
去
）

も
会
場
で
見
守
っ
て
頂
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
喜
寿
の
祝
い

へ
の
思
い
で
散
会
し
ま
し
た
。

■
青
森
県
立
弘
前
中
学
校

　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

私
た
ち
は
県
立
弘
前
中
学
校
に

入
学
し
た
。
二
百
七
十
三
名
で

あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中
で
あ
っ

た
の
で
、
幼
年
学
校
受
験
ク
ラ

ス
（
一
年
戊
組
）
が
特
別
編
成

さ
れ
た
。
幼
年
学
校
は
日
本
陸

軍
高
級
将
校
養
成
の
エ
リ
ー
ト

校
で
あ
る
。
二
名
の
合
格
者
を

出
し
こ
の
年
で
ク
ラ
ス
は
消
滅
。

■
弘
中
三
年
生
百
余
名
十
和
田

湖
の
西
十
キ
ロ
山
中
に

　

昭
和
二
十
年
七
月
（
あ
と

一
ヶ
月
で
終
戦
）。
弘
中
三
年

二
ク
ラ
ス
約
百
名
は
勤
労
動
員

の
命
を
受
け
三
戸
郡
新
郷
村
西

越
へ
出
動
し
た
。
そ
し
て
八
月

十
五
日
を
迎
え
た
。
終
戦
で
あ

る
。
弘
中
健
児
百
名
は
西
越
の

山
の
中
に
残
っ
た
。
八
月
十
七

日
よ
う
や
く
弘
前
へ
帰
っ
た
。

■
弘
高
一
回
生
は
一
八
会

　

中
学
四
年
生
（
旧
制
中
学
は

五
年
で
卒
業
）
の
時

こ
ん
ど
は
「
学
制
改

革
」
だ
。
昭
和
二
十

三
年
弘
中
を
卒
業
し

た
も
の
百
五
十
九
名
。

新
制
弘
前
高
校
三
年

編
入
百
五
十
八
名
。

二
回
卒
業
期
が
あ
る

の
で
入
学
の
時
、
昭

和
十
八
年
か
ら
一
八

会
と
称
す
。

弘

中

一

八

会

回
想
・
波
瀾
万
丈
の
一
八
会

会
長　

石
戸
谷
忻
一
（
昭
23
卒
）

燦

々

会

燦
々
会
古
稀
を
祝
っ
て　

工
藤　

一
夫
（
昭
33
卒
）

　

弘
高
第
十
回
生
と
し
て

昭
和
三
十
三
年
に
四
百
二 

十
七
名
の
同
期
生
と
と
も

に
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業

し
て
間
も
な
く
県
内
在
住

の
人
達
で
鏡
ヶ
丘
記
念
館

で
最
初
の
同
期
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
正
式
に
『
燦
々

会
』
と
し
て
の
会
合
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
開
か
れ
ま
し
た
。
当
時

弘
高
職
員
で
あ
っ
た
水
木

君
と
何
人
か
の
有
志
が
熟

慮
し
、
我
々
の
未
来
が

燦
々
と
輝
く
よ
う
に
と
の

期
待
で
『
燦
々
会
』
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
会

長
に
小
金
沢
君
を
選
出

し
、
四
年
に
一
度
の
開
催

を
決
定
し
ま
し
た
。
ほ
ど

な
く
燦
々
会
・
東
京
支
部

■
一
八
会
々
報
（
各
小
冊
子
十

 

二
頁
）
二
十
号
で
廃
刊

　

平
成
二
十
年
六
月
七
日
、

一
八
会
が
弘
前
市
で
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
は
十
四
名
で
あ
っ

た
。
一
八
会
代
表
世
話
人
は
武

田
隆
治
君
で
あ
る
。
恒
例
の
総

会
は
千
秋
楽
を
迎
え
る
こ
と
に

し
た
。
会
報
も
二
十
号
で
廃
刊
。

さ
れ
ま
し
た
。
会
長
選
出
で
は

私
が
推
薦
さ
れ
、
他
に
候
補
者

も
な
く
、
会
長
に
推
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
以
来
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
と
な
っ
た
同
期
生
も
お

り
、杯
を
交
わ
し
親
睦
を
深
め
、

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

感
無
量
で
し
た
。

　

来
年
は
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総

会
の
幹
事
学
年
と
な
り
ま
す
。

一
生
に
一
度
し
か
廻
っ
て
き
ま

せ
ん
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の

同
期
生
が
参
集
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
今
後
諸
先
輩
方
に
ご

指
導
ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
鏡
ヶ
丘

同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
六
会
は
、
昭
和
二
十
六
年

三
月
卒
業
の
同
志
が
二
十
五
年

後
に
相
集
い
結
成
し
た
。
翌
年

早
速
会
旗
と
二
六
会
讃
歌
と
応

援
歌
（
加
藤
忠
昌
作
詞
・
松
山

秀
一
作
曲
）
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
名
実
共
に
二
六
会
の
存

在
を
確
か
に
し
た
と
我
々
が
自

負
し
て
い
る
「
弘
高
二
六
会
卒

業
三
十
周
年
記
念
誌
│
バ
ル
チ

の
青
春
」
は
四
年
後
の
昭
和

五
十
五
年
八
月
九
日
に
発
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。「
バ
ル
チ
」

は
応
援
歌
の
中
に
あ
る
が
、

我
々
は
弘
中
弘
高
で
培
わ
れ
た

情
張
り
と
モ
ツ
ケ
の
精
神
の
化

身
と
も
思
っ
て
い
る
。
爾
来

二
六
会
は
、
弘
高
同
窓
会
と
の

接
点
で
は
常
に
そ
の
中
核
と
し

て
の
存
在
を
自
覚
し
、
行
事
や

募
金
に
率
先
し
て
そ
の
協
力
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

二
六
会
独
自
の
行
事
で
特
筆

し
た
い
の
は
、
毎
年
会
報
「
バ

ル
チ
の
青
春
」
を
発
行
し
会
員

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
節
目
の
周
年
行
事

と
し
て
「
美
術
展
」
を

開
催
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
二
六
会

歌
は
、
総
会
の
冒
頭
に

全
員
で
歌
わ
れ
る
ほ
か

会
員
の
慶
弔
時
に
な
る

べ
く
歌
う
こ
と
に
し
て

い
る
。
二
六
会
も
齢
を

重
ね
歴
代
の
会
長
、
中

谷
、
小
野
、
松
山
、
大

屋
の
諸
氏
も
既
に
亡
く
、

会
員
諸
氏
も
後
期
高
齢

者
と
な
る
に
至
り
鏡
ヶ

丘
同
窓
会
総
会
で
の
席

二

六

会

「
バ
ル
チ
の
青
春
」と
と
も
に（
二
六
会
の
歩
み
）

二
六
会
会
長　

秋
元　

義
隆
（
昭
26
卒
）

郷

々

会

来
年
は
担
当
幹
事
学
年
！　

芦
田　

豊
昭
（
昭
55
卒
）

　

去
る
平
成
二
十
年
八
月

十
四
日
に
弘
前
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
第
三
回
同
期
会

が
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長
中

林
先
生
を
は
じ
め
、
担
任
先

生
四
名
、
同
期
生
五
十
三
名

が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郷
々
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
る
年
に
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
本
俊
二
司
会
進
行
の

も
と
、
物
故
者
に
対
す
る
黙

祷
を
行
い
、
私
が
郷
々
会
会

長
代
行
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

続
い
て
中
林
会
長
に
来
賓

の
ご
あ
い
さ
つ
を
賜
り
ま

し
た
。
そ
の
後
報
告
及
び
審

議
事
項
に
入
り
、
無
事
承
認

も
最
前
列
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と

と
相
成
っ
た
。
今
年
の
同
期
会

は
「
喜
寿
」
の
祝
を
重
ね
大
鰐

で
開
催
し
た
。
写
真
は
そ
の
時

の
も
の
で
あ
る
。

　

皆
鏡
ヶ
丘
で
「
師
弟
一
如
」

の
精
神
で
校
風
の
薫
陶
を
受
け

た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

平
成
三
年
に
卒
業
し
早
十
八

年
、
既
に
二
回
は
卒
業
？
し
て

い
る
計
算
に
な
る
。
そ
の
我
々

平
三
会
も
、
平
成
十
二
年
の
初

開
催
か
ら
数
え
て
三
回
目
と

な
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
の
夏
に
開

催
し
よ
う
と
決
め
て
い
る
の
だ

が
、
前
回
開
催
し
た
際
、
正
月

の
方
が
集
ま
り
や
す
い
？
と
い

う
意
見
が
、
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
た
め
、
今
回
は
例
外
的
に
正

月
三
日
に
開
催
と
な
っ
た
。が
、

そ
の
意
見
と
は
裏

腹
に
出
席
者
数
は

先
生
方
も
含
め
六

十
名
と
過
去
最
低
。

た
だ
、
夏
で
は
ど

う
し
て
も
参
加
で

き
な
か
っ
た
と
い

う
初
参
加
者
が
い

た
こ
と
は
、
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
毎
度
の

こ
と
、
全
く
連
絡

が
と
れ
な
い
人
は

と
も
か
く
、
葉
書

の
返
信
を
し
な
い

返
信
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
住
所
や

近
況
を
明
か
さ
な

い
人
な
ど
が
多
少

な
り
と
も
い
る
こ

と
は
、
会
の
運
営

に
携
わ
る
者
と
し

て
残
念
で
あ
る
。

　

さ
て
、
当
日
は

初
め
て
の
集
合
写

真
撮
影
に
始
ま
り

中
盤
に
は
前
回
も

好
評
で
あ
っ
た
、

手
作
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
会
、
さ
ら
に
、
近
況
報
告
、

マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
な
ど
、
充
実
し
た
企
画

内
容
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
、そ
の
ま
ま
二
次
会
に
突
入
、

四
年
後
の
再
会
を
誓
い
お
開
き

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
役
員
・
幹
事
会
で
、

今
後
は
組
織
と
し
て
の
目
標
を

明
確
に
し
、
連
絡
体
制
や
情
報

発
信
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

平

三

会

爆
笑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　

毛
内　

文
仁
（
平
３
卒
）

恩師を囲んで賑やかに恩師を囲んで賑やかに

４年に一度の郷々会に57名４年に一度の郷々会に57名

喜寿の祝いを重ねる二六会喜寿の祝いを重ねる二六会

今年はお正月に集まった平三会今年はお正月に集まった平三会

七
月
四
日
（
土
）

七
月
四
日
（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
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工藤幸七郎
久保田隆二
桑田　雅子
斎藤　雪雄
櫻庭　忠雄
佐藤　昭郎
白戸　信昭
大條　俊彦
高橋　信進
高松　秀興
田澤　文雄
田辺欣二郎
土屋比呂幾
中西　重嗣
中村　一郎
成田　重蔵
成田日出男
沼田　尚文
長谷川慶子
藤枝　育子
堀内　久子
松井　貞二
松井　睦朗
三浦　セツ
三和　公明
森山　和子
森山　武彦
矢田　信昭
横山おる子
横山　良平
米澤　恵子
昭 和36年 通
岩川　力松
昭 和 37 年
青山　晃淳
赤石　昭次
荒関　博章
五十嵐　等
梅津　榮樹
小川　睦男
長内　　健
小山内信一
小田桐士郎
落合　昭子
帯川　雄三
葛西　一道
加藤　正大
加藤　　裕
菊池　昭夫
木田　多聞
木村　　愼
京野　　巖
工藤　　剛
工藤　正穂
小林　弘司
坂本三代造
櫻庭　　勤
佐藤美和子

渋谷　久雄
嶋津　一彦
下山　　康
清藤　隆平
竹浪　勍佑
敦賀　哲朗
戸澤　正誼
富島　英宇
花田　忠夫
原　　玉枝
原　　俊輔
東　　好弘
福士　隆司
柾木　尚義
増田　順子
松田千代治
松田奈津子
間山　重嗣
森　　豊吉
山形　哲造
横山　文夫
吉岡　利忠
昭 和37年 通
和泉　正二
昭 和 38 年
赤川　正広
虻川　　勝
阿保　耀子
稲部フサ子
梅田　　隆
大塚　三朗
大中　　忠
大和田　強
葛西　　修
唐牛　孝之
河合　文男
桐原　雅行
工藤　國光
工藤美穂子
古川　栄一
古村　一雄
齋藤佐武朗
斉藤　啓子
櫻庭　秀俊
佐々木誠司
佐藤　雄一
色摩　明子
渋谷　　彊
鈴木　弘武
高橋　憲彦
竹内　昭江
竹浪　克夫
田辺　義弘
戸澤　義夫
戸澤　　忠
中沼　丈昌
成田　博美
西谷　　洌

西谷　武夫
萩野　道夫
平川　正敏
平山　　脩
福士　修成
藤田　征芳
三浦　稘
水木　蓉子
宮本　重臣
盛永　恵子
柳田　晴夫
山内　敏之
山内　　弘
山内　善浩
横内　正典
吉岡　利孝
米田　継武
昭 和 39 年
阿保　幸子
阿保　靖彦
荒木多恵子
石岡　　徹
一戸　洋次
伊東　保之
岡山　洋一
小田桐正孝
小幡　　治
笠井　哲哉
加福　善貞
鎌田　重輝
我満　正光
光栄なつ子
古川　道雄
小坂　清弘
小林忠一郎
佐々木淳造
升田　誠一
白戸　武美
高橋　綾子
竹内　明夫
田沢　一之
田中日出興
棚橋　達彦
田辺　和彦
玉川　　勲
寺田　　肇
寺山　弘彦
長尾　光洽
長崎　昭義
中林　裕雄
鳴海　光彦
早川　林蔵
三浦雄一郎
三上　健治
三上　邦康
村井　啓夫
村上　謙藏
八木橋五郎

八木橋武範
吉岡　良治
昭 和 40 年
浅利　久雄
飯田　浩三
池田美都子
石堂　哲也
今井　静子
今泉　陽子
内山　衆一
太田　　豊
奥平　洋子
小山内　晃
小野　瑛明
小野　祐司
加藤　勇一
釜我　洋子
菊地　正寿
工藤　智規
工藤　　忠
斎藤　恭一
柴田　哲郎
澁谷　　堯
高橋　修一
竹内　初男
千葉　嘉之
對馬　桂子
戸田　　隆
中田　嘉博
成田　義人
鳴海　道安
野崎　梅子
野崎　　嵩
野呂　　進
萩原　崇嘉
宮崎　方嗣
宮田　博子
八木橋鉄弘
山形　喜隆
昭 和 41 年
秋元　清仁
浅葉　雅義
石崎　朝子
伊東　秀則
大津　幸世
大中　　廣
葛西　　敞
葛西　恒雄
川越　啓一
川村　敏男
菊池せい子
菊谷　裕悦
北川　順一
工藤　　治
工藤　一枝
工藤　　久
工藤　義明
小林　二郎

小松　　明
斎藤　正栄
斎藤　光正
佐々木幸男
塩谷　　晃
白取　幹人
白戸　浩一
高嶋　一敏
田中佐代子
田中　正彦
玉川　次郎
對馬　　晃
戸田　　憲
二川原敏信
二木美保子
肥後　　隆
平野　富男
福島　雄一
蒔苗　　宏
町田　容造
三浦　麗子
村上　良子
安田　俊夫
昭 和 42 年
今岡　洋子
尾板　正人
小山内　孝
小田　　至
小野ふさ子
折原　　裕
川嶋　豊彦
工藤　健造
九戸　眞樹
倉田　保夫
小泉　哲夫
小林　繁樹
桜庭十三夫
佐々木洋子
佐藤　和英
志野　年昭
高橋　　透
高橋　遵子
竹中　光広
谷淵　秀光
千代谷　満
月永　良彦
中谷　裕子
永沢　　諭
奈良岡修一
成田　堅生
長谷川寛治
福士　政人
福島　　崇
増田　知生
盛　　文武
八木橋勇治
昭 和42年 通
鎌田　玲子

坂本　守正
昭 和 43 年
秋元　義禮
天内　明治
一戸　　敏
蝦名　　修
工藤　義春
後藤　　博
後藤　秋夫
齋藤　文雄
櫻井　有一
七戸　　一
篠崎　珠樹
鈴木　明子
須藤　正光
清藤　哲夫
関場　慶博
高瀬　一博
高橋　憲三
竹内　幸子
対馬　省次
中野　京子
花田　鎮雄
菱谷　豊章
真野　　明
山田　良一
山上　佳男
昭 和43年 通
坂本　正子
昭 和 44 年
赤石　　茂
今泉　良郎
海老名徳雪
岡崎　耕衛
川村　広明
工藤　博明
工藤　　豊
工藤　良一
古川　　隆
清水　郷志
白石　一雄
玉山なつめ
富岡　文子
西尾　幸一
西谷　　栄
野口　章子
原田　和紀
藤田　晴央
藤田　道昭
藤森　　操
松野　俊子
三國　典昭
安岡　秀憲
昭 和44年 通
工藤兼太郎
昭 和 45 年
青山　仁志
阿部　　雅

今井　聖朝
大津　友見
小田桐好信
川村　邦明
菊池　　潔
木村　郁子
栗林　紀雄
須藤　静子
須藤　博子
髙木　　良
高橋　行吉
田端　優子
津川　善和
成田　和義
成田　則正
松井　英雄
宮本　圭輔
山本　仁志
矢本　嘉則
昭 和 46 年
赤石美恵子
石岡真智子
枝村　則彦
工藤千恵子
工藤　清文
今　　隆志
今田　謙二
塩見　知子
嶋津　智子
下山美保子
須藤　俊之
相馬　直記
田金　順弘
中嶋　和郎
中田　義則
西澤　明子
平尾　雅世
布施　協一
村上豊千代
昭 和 47 年
石岡　昭年
石岡　具子
今井　高志
大津　匡志
角田　宏明
葛西　令年
鎌田　淳一
木村　　誠
工藤　敏克
工藤　晴久
黒滝　恭一
齋藤三千義
須々田秀美
高瀬　　香
高屋　章吾
武石　伴子
對馬　幸雄
中村　　弘

成田　善一
三浦　展子
渡辺　明彦
昭 和47年 通
小田桐みづ江
昭 和 48 年
阿部　恵子
大川　　誠
加福　康麿
木村　勝康
工藤　武重
齋藤　順子
渋谷　　鉱
畑山　　聡
服部　　庸
藤田　雅俊
増田　章子
三上　信久
三明　智明
山内　誠一
幸田　茂雄
吉田　恒一
吉田　　仁
世永　晃生
昭 和48年 通
川浪　幸男
昭 和 49 年
阿部　尚子
大滝　次雄
櫛引　洋一
柴田　政子
白澤　文敏
外川　重信
瀧本　壽史
中村　得仁
福井　次郎
福島　伸雄
堀内　治子
円山　昌子
三浦　幸弘
山形　　陽
昭 和49年 通
小山内みどり
昭 和 50 年
赤坂　浩二
石川　　玲
伊藤　雅一
岩崎　　一
宇野　智子
鴨下　厚子
川嶋　純子
佐々木克治
鹿内　伸一
下山　清司
須藤　　悟
高松　文也
鶴山るり子
奈良岡和保

成田　洋子
原子　和夫
松森　俊逸
皆川　浩平
昭 和 51 年
荒井　元明
太田　雄三
小山　陽遠
菊池　　司
小菅　園子
斎藤　　勲
佐藤　佳仁
佐藤　重実
城　　桂子
中島　易子
奈良　理央
広瀬　美子
三上　栄子
三上　洋子
幸田　恵子
昭 和 52 年
秋田谷和直
猪股　昇一
上沢婦記子
海老名英俊
大塚　真司
尾崎　俊寛
小山内清和
小野　俊一
菊地　清夫
工藤　雅哉
工藤　雅義
今　　智之
斎藤　和子
坂本　光博
須藤　晃司
坪水　直子
鳥谷部知子
奈良　俊一
奈良　秀則
野呂　直宏
早川　宏子
山口　　陽
昭 和 53 年
宇野　一彦
越後谷　啓
柿崎　順子
木村　真明
小角和歌子
斎藤　陽子
桜田　　宏
嶋脇　秀徳
鈴木　俊一
須々田孝聖
田中　　満
千葉　裕子
本多多佳子
間山　泰人

三上　由子
三上優香里
水木　清治
吉岡　正俊
昭 和 54 年
飯塚　貞子
金澤　潤一
木田　圭介
木田　詞子
工藤　隆正
工藤　　仁
工藤　康暢
須藤　朗孝
高井　博基
高橋　　聡
寺田　明功
中谷　宏明
野崎　裕子
藤本真記子
米谷　　勲
昭 和54年 通
斎藤ミキエ
昭 和 55 年
芦田　豊昭
大間　祥宏
葛西春季世
鎌塚　吉忠
佐藤久美子
佐藤　成彦
高橋　伸光
田村　正人
中村　典雄
鳴海　正人
林　奈津子
藤田　昭彦
松本　光生
山口　美穂
昭 和 56 年
荒井　優子
宇野　佳子
宇野　　司
越後谷直樹
大溝　雅昭
大湯　淳功
工藤　誠治
工藤　麻千
倉田　匡子
児玉　達彦
嶋脇　秀隆
神馬　裕司
成田　直樹
松宮　裕子
三上智久子
三上　　誠
昭 和56年 通
斎藤　武徳
相馬　俊憲
昭 和 57 年

梅原　一浩
工藤　清彦
佐藤　記一
関　　昌子
高橋みどり
中村　　康
成田　尚三
山口　晴弘
昭 和57年 通
西塚　曜子
村崎　玉枝
昭 和 58 年
芦田　斉子
大溝　千秋
大湯　智行
小濱　正文
鈴木　　誠
成田　光美
松木　　彰
三上　満宏
盛　　和行
吉田　直哉
昭 和 59 年
大鶴千恵子
古村　典子
佐藤　伸之
竹田奈津子
成田　　治
平井　隆樹
昭 和 60 年
秋元美沙子
岩渕　重人
神山　恵美
成田　昭吾
濱口　祥子
昭 和 61 年
明本　康伸
浅瀬石久仁子
浅瀬石　悟
一戸まき子
大中　　実
加藤　　武
木村　次郎
佐々木　了
高橋　政幸
花田　忠司
三上　　智
水木　夏彦
宮腰　淳一
横澤真理子
昭 和 62 年
内海　　剛
内海真由美
清野　暢邦
高木　　徹
中山　みつ
平岡　　学
昭 和 63 年

小笠原康雄
近藤　光仁
櫛田　智美
夏坂美賀子
三上　　正
水木　道子
平 成 １ 年
一戸　聡子
榎本　純子
葛西　　淳
斎藤　　香
佐藤　朋子
柴田　修吾
清野　月世
原　　直美
宮腰　直樹
山口　貴之
平成１年通
藤田　竹一
平 成 ２ 年
石橋　裕子
川村　啓之
川村　　環
北島　寿子
田澤　和康
久末　賢一
平 成 ３ 年
今井知世子
内海　　健
工藤絵里子
工藤　康生
工藤理砂子
関　美穂子
津島　千聖
成田　諭隆
西田　明美
山口　真吾
山口　静香
平 成 ４ 年
大平　　恵
木村　智子
白川　星智
成田　千恵
三浦　　明
水木　正朝
横山　航平
米澤　　大
平 成 4 年 通
飯塚　明廣
福井　寿志
平 成 ５ 年
五十嵐喜代敬
三上　綾子
平 成 ６ 年
阿保　孝将
千葉もと子
平 成 ７ 年
石戸　康幸

西澤　秀哉
平 成 ８ 年
道川　貴生
西沢　尚徳
三浦　卓也
三浦　リナ
平 成 ９ 年
秋元　　禮
工藤　麻乃
倉坪　洋平
栗形　悠平
今　　昭人
渋谷　真純
中道　哲郎
野崎小三郎
三上　紘子
平 成 9 年 通
大坂　和伸
山内　明示
平 成 10 年
大平　　明
倉坪　耕作
須藤竜一郎
高橋　一徳
八木橋宏勇
山崎　直洋
平 成10年 通
石川　リヨ
中村　勝男
平 成 11 年
秋元　　義
鍵谷　弘次
今　　剛志
中野　実幸
成田　健一
西谷　玲奈
福原　聖司
三上　　龍
三國　典央
平 成11年 通
金田　龍吉
平 成 12 年
高橋　秀徳
對馬　　英
中道　卓郎
平 成 13 年
鎌田　耕輔
鎌田　順道
高橋　辰徳
野呂　剛司
福田憲一郎
安田　一夫
平 成13年 通
小柳日出子
平 成 14 年
今　由起子
中道　健郎
中村多一郎

乗田　裕史
早川麻衣子
八木橋朋弥
平 成 15 年
石岡　　学
大屋　道順
小野　千尋
鍵谷真理子
木村　　慶
工藤　彰治
近藤　野里
佐藤　元哉
田中　希依
原子　歌織
村上　夏紀
平 成 16 年
秋元　　優
太田　祐貴
高橋　枝み
乗田　佳子
平 成 17 年
石岡奈々実
鍵谷　卓司
工藤　文昭
小館　佑介
後藤　龍生
今　　武史
志井さやか
須藤　　脩
水尻　　毅
山上　佳明
平 成 18 年
井上　玲奈
川村　暁世
菊地亜加里
菊池実恵子
北山　賀一
工藤　竜平
田中　亜実
藤田　　環
松井　彰伸
八重畑佑一
矢本　真丈
山上　文香
平 成 19 年
太田　裕也
小館フユミ
後藤　慧生
中村　千尋
原子　真輝
平 成 20 年
青山康太郎
安部　恒俊
石岡　剛宗
菊地　貴寛
工藤真梨子
高杉　洋輝
高橋　実か

竹嶋　豪毅
辻口　貴清
津島　香織
奈良岡文嗣
畑山　昂大
松井　隆敏
三上　和彦
水尻　　諭
八木橋　恵
矢本　愛佳
特 別 会 員
石川　　緑
宇藤　裕夫
菊池　　敬
菊地　修一
小嶋　まき
小向　　博
古山　哲司
櫻田　泰弘
外川　裕子
高梨　庸雄
竹内　　肇
田中　勝男
谷淵　敏子
寺田　徳子
中畑美都里
中村　　弘
奈良　和子
逸見　五郎
三上　史世
三上　光之

4 月 7 日現在

鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展出展一覧
●絵画・彫刻の部 ●書の部

平成20年度　鏡ヶ丘同窓会会務報告
平成20年４月１日～平成21年３月31日

月 日 行　　　　事　　　　名 参加者
4 2 同窓会報（20号）編集委員会 8名

10 同窓会報（20号）編集委員会 8名
18 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　第４回実行委員会 34名
21 同窓会報（20号）編集委員会 10名
24 同窓会役員会 38名
29 尾上支部総会 34名

5 10 仙台学生会 31名
17 東京学生会 32名
18 関西学生会 12名
22 第1回総会実行委員会 24名

6 7 弘中一八会（23卒） 13名
12 会報編集委員会・ウェブ委員反省会 15名
20 第2回総会実行委員会 24名
21 札幌鏡ヶ丘同窓会総会 28名
22 宮城鏡ヶ丘同窓会総会 46名
28 板柳支部総会 38名
29 燦々会（古希の祝い）（33卒） 61名

7 2 第3回総会実行委員会 18名
5 鏡ヶ丘同窓会総会 322 名
18 平賀支部総会 28名
23 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　第5回実行委員会 23名

8 10 第28回親睦野球大会 未確認
12 仁（平２卒） 44名
14 郷々会（55卒） 58名
14 獅子の会（44卒） 未確認
14 孫の会（47卒） 未確認
14 四一会（41卒） 45名
22 五所川原支部総会 48名

9 3 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　第６回実行委員会 36名
13 二六会（26卒） 未確認
20 大鰐支部総会 24名
26 鏡ヶ丘同窓会総会反省会 20名
29 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　第７回実行委員会 32名

10 1 開校記念日講演会講師を囲む会 24名
11 東京鏡ヶ丘同窓会総会 193 名
19 関西鏡ヶ丘同窓会総会 20名
30 二九会（29卒） 30名
30 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　レセプション 74名
31 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展（11月３日まで） 約2000 名

11 12 青森支部総会 57名
28 鏡ヶ丘同窓会創立60周年記念美術展　報告会 35名

12 10 県庁支部総会 52名
1 3 平三会（平３卒） 60名

15 第１回同窓会報（21号）編集委員会 6名
2 21 藤崎支部総会 43名
3 5 第２回同窓会報（21号）編集委員会 6名

19 第３回同窓会報（21号）編集委員会 7名

＊（事務局からのお詫びとお願い）
同期会に関して全ての情報を把握できず申し訳ございません。開催の際は事前にご
連絡いただければ幸いです。

● 編集部からのお詫び ●

　平成20年度の会計報告はスペース
の関係で記載できませんでした。
　来年度は記載の予定です。



鏡ヶ丘同窓会報（7）　　第21号　　平成21年５月20日

昭 和 ７ 年
小松　常正
昭 和 ９ 年
杉浦　次郎
村上　泰造
昭 和 10 年
中村　一雄
花田　　潔
昭 和 11 年
中村　道郎
福士　敬喜
昭 和 12 年
宇野　祐正
太田　和夫
大平喜美雄
千葉　彦二
成田又兵衛
堀江祥三郎
松木誠一郎
昭 和 13 年
相馬　　猛
長谷川　舒
昭 和 14 年
石岡　健治
石岡　　貢
柿崎陽三朗
三上　祐啓
森　貞一郎
昭 和 15 年
大平　喜彦
櫛引　元三
櫻庭　順三
高橋　勝男
豊田　吉郎
中村　佳暉
芳賀　誠治
原田　萬三
三國　智造
昭 和 16 年
東谷　清次
天内　行雄
工藤　一郎
斉藤　健治
佐藤　慶三
竹浪　　浩
中山　敬倫
林　　清則
武藤　善美

山崎　明一
昭 和 1７ 年
浅利　　譲
石戸谷正司
小野　隆一
工藤　　稔
対馬　和郎
西谷富士彦
松井　一郎
昭 和 18 年
葛西　啓治
川崎　亮一
工藤　俊夫
久米田千代男
黒滝　淳一
中村善佐衛門
東　　　正
蒔苗　尚英
安田　二朗
山内　　孝
昭 和 19 年
葛西　良男
櫛引　晴雄
工藤　順三
工藤　邦男
斎藤　誠一
桜庭　陽三
佐藤　亮一
柴田昭太郎
清野　　隆
清野　利保
高橋　武一
高山　良二
田中　誠治
田中　健雄
時任　昭二
中村　淳二
成田　孝好
鳴海　幸務
原　　武夫
藤田　 三
丸山　隆次
矢田　慶治
渡辺　弘之
昭 和 20 年
五十嵐芳男
石岡　好憲
石塚　勝豊

一戸　良七
一戸　孝七
海老原　巽
大西　　稔
小川　　敦
小野　徳朗
葛西　栄治
木村　　浩
黒瀧　秀昌
斎藤　欽司
斎藤　義一
斎藤　　健
境　辰五郎
佐藤　和夫
佐藤　義一
佐藤　昭雄
佐藤　久美
七戸　　靖
嶌口　謙三
鈴木　慶照
相馬　正勝
高橋　俊逸
土岐　春夫
中谷　順一
奈良岡辰夫
成田　昌弘
西谷　盛英
花田　郁男
花田　　誠
花田　公男
福士　主計
藤田　　廣
藤山　由造
船水　　宏
星　　隆司
三浦　洋一
三上　修一
三上　純平
山崎　俊三
渡辺　健三
昭 和 21 年
明石　　昭
坂井　　敏
相馬　達雄
相馬　齋弼
武田弘三郎
中山　将明
三浦　光義
盛　　圭策
山田　新一
昭 和 22 年
阿部　恒彦
荒谷　五郎
石倉　　建
今井　秀夫
蝦名　泰衛
小野　晃也
金崎　昭三

工藤陸奥雄
工藤亜喜男
小枝　光由
小堀　克美
坂本　育造
佐藤圭一郎
須藤　文昭
須藤　倫行
田中　良一
玉山　勇一
手塚　　敏
東海　久雄
豊田　伍郎
奈良岡良三
橋本　亮三
福原　哲雄
三浦　　實
三上　四郎
山内　恒男
山田　義光
昭 和 23 年
石郷岡　隆
石戸谷欣一
小宅　弘道
蔭山　光顕
櫻庭　　朔
高橋　　章
田中　　玲
中村　　豊
萩野　　實
廣田　清方
福士　和衛
盛田　　孝
安田　準三
山形　喜康
昭 和 24 年
石岡　晶敬
岩間純二郎
大瀬　雅夫
長利　清弘
兼田　洋三
鎌田昭三朗
鎌田　範男
川崎　勝巳
工藤　龍輔
佐藤　純一
須藤　昭夫
武田　隆治
平山　　清
福士　正一
福津　辰大
古市　誠治
松盛　陽二
三上　　弘
水木　善造
盛　　嘉次
昭 和 25 年
会津喜久造

会津　孝蔵
阿部　泰久
五十嵐邦享
石岡　久衛
一戸　克夫
伊藤　正樹
稲葉　克夫
岩谷　　剛
海老名清美
尾坂　昭治
長内　昌美
葛西　健男
葛西良二郎
加藤昭太郎
金澤　　隆
川嶋　昌三
川野名　智
神田晃太郎
菊池　謙蔵
木村　昭博
木村　五郎
工藤　正昭
斎藤　年行
佐賀　郁朗
坂本寿太郎
桜庭芳太郎
佐々木忠美
佐藤　　茂
下山一二三
神　　弘見
須藤　文雄
清野　　正
田澤　安宣
舘田　壮二
田村　清治
千葉　　護
土屋　俊夫
長尾栄一郎
中上　克彦
中川　邦夫
永沢　　寛
成田　　努
成田　瑞穂
鳴海　昭文
乗田　哲実
羽賀　正豊
花田　喜一
原　庄三郎
蒔苗　　實
松山　宗平
三上　　浩
昭 和 26 年
荒井　祐蔵
一戸　銀一
一戸　　宏
太田　正一
岡田　勇吾
小野　　晃

小野泰次郎
葛西　昭蔵
葛西　一男
葛西　恭治
葛西　英昭
加藤　忠昌
金崎　敏夫
楠美　和夫
工藤　清彦
今　　　充
坂岡　　博
櫻庭　　正
佐々木稔雄
佐藤昌覚郎
柴田　　晋
神　　　饒
相馬　昭典
建部　高明
田中　光世
田辺　　実
豊川　裕之
永井　俊衛
中嶋嘉四雄
中村　雄三
奈良　　忠
成田　忠雄
西塚　　眞
野尻　壽康
芳賀　弘三
町田　宇平
松本　　巌
松山　孝弘
三浦　行一
三上三之助
村田　　弘
安田　良樹
山崎　幸夫
山本　治郎
横島　　茂
若松　清吾
昭 和 27 年
明本　康正
雨森　皎二
井澤　文廣
石岡　正憲
石岡　　満
岩渕　明一
梅原　正年
蝦名　保雄
大高喜久夫
加賀谷健三
葛西　　正
加藤　一男
川崎　　主
菊池　武弘
北畠　顕文
工藤　　晃
工藤　良平

工藤　堅二
小枝　清作
小平　善一
児玉　俊助
古村　榮港
斎藤　　寛
境　淳一郎
桜庭　　旭
櫻庭豊三郎
佐々木恵吉
佐藤　新平
佐藤　君雄
佐藤　　嘗
沢田　瑞穂
荘司　道夫
神　　武弘
鈴木　喜芳
須藤陸奥之介
清野　　浩
相馬　英三
高谷　博文
竹田　良三
竹原　昭雄
田澤　和郎
田辺　靖彦
外﨑　久夫
中村　義弘
新戸部満男
野崎　健一
原　忠三郎
福嶋　松郎
間山　邦道
三浦　義光
三上　昭夫
三上　靖介
三上　隆雄
三橋　　寛
宮川　二郎
盛　　清祐
山内　尚道
山内　博尚
山崎日出男
横山　義則
昭 和 28 年
赤石　和夫
天木　章夫
雨森　輝昌
有賀　達泱
石坂　　浩
石戸八千代
猪股五十雄
猪股　錠二
大瀬　淳三
長内　一司
長部日出雄
小山　秀弘
川野名　靖
熊谷　重世

齋藤　春彦
櫻井　　溥
櫻井麻古人
三戸　一孝
神　　正道
新宅　清司
須郷　健市
須藤　　惇
対馬三四年
土田　研一
鶴田　昭英
中西　充子
西谷　俊助
花岡　宏六
林　　喜造
福沢　平六
福士知英子
真嶋　　淳
村上　真完
村谷　邦男
盛　　　皓
山村　　靖
渡辺　厚吉
昭 和 29 年
阿部　育也
阿部祐之助
飯塚　　洋
井汲　頴子
池田　浩三
泉　　 嶺
一条　琢子
一條　アツ
一戸　紀美
内山　喜順
大和田一衛
岡部　恒子
葛西　常美
梶野　敦子
桂　　尚文
加藤　順治
金枝　　亮
川村　　年
川村　美通
木村　光男
櫛引　邦弘
工藤　照文
工藤　誠子
工藤　とし
黒岩　隆介
小枝満紀子
古川　力男
小寺　　豊
小濱　正春
小林　　勇
小林　貞三
小林　陽三
古村　満喜
斎藤　政一

斎藤満智子
斎藤　　周
斉藤　　斉
坂本　昌博
佐藤　　剛
澤田　　静
嶋脇　英司
杉田利八郎
鈴木　漾子
須藤　健二
相馬　慶造
竹田　周平
田澤千代子
田澤　昌弘
田中　鐵信
田中　敬造
田中　　勉
対馬　紀子
外崎芙美子
中川　美昭
永野　　貞
中村博太郎
夏坂　芳作
成田　静雄
成田　常雄
成田　守夫
鳴海　　隆
西田　容三
花田　瑞穂
花田　聡子
林　　朋衛
日景　宏和
肥後　　茂
平岡旧正二
平栗　城志
藤田　　功
前田　弘子
松木十四雄
宮地　孝雄
宮本奈々子
村田　範子
村谷　令子
安田　啓一
安田　弘美
山形　　盛
山上　清志
山口　幸夫
山崎　ヤヱ
山本由紀子
力丸　昭世
昭 和 30 年
秋元良之祐
石岡　秀治
猪股　　敏
今井　　孚
大村　嗣郎
小山　直美
鎌田　勝治

鎌田　健造
萱野　　彰
河津　恵一
木村　弘三
木村　忠資
木村　昱介
黒瀧不二夫
小枝　昭一
小関　克洲
斎藤　幸永
斎藤　　哲
坂田　宗等
佐々木一雄
佐々木　淳
佐々木道子
嶋岡　憲治
鈴木　　弘
祖父尼　哲
髙田　正利
田口　　実
田口　鉄治
田中　幸子
地主　静生
対馬　初美
戸澤　清二
中野　健治
奈良岡幸弘
鳴海　弘憲
八戸　　進
平山　昭一
福地　順一
福津　弘人
船水　静児
益田　　修
三上　尚義
三上　清治
三上　忠二
三和　孝徳
八木橋良範
安田　周平
山内　卓司
米澤　　實
昭 和 31 年
会津　清英
浅田　伸邦
石川　義紀
磯山　芳郎
井高　幸成
太田　耕正
小山内健次
長利　浩三
織田　常良
小田桐賢治
小田切隆昌
加藤　一之
唐牛　　襄
木村　公則
楠美　明子

工藤　光男
工藤　洋司
工藤　哲也
近藤　弘一
笹田　信三
佐藤　正勝
佐藤　泰弘
山王丸ノリ
下山　斌巍
須藤　和信
瀬尾　孝文
田澤　　昇
丹藤　公雄
千葉　光政
外崎　　昭
中野　祐輔
奈良岡広志
西村　政恒
西谷　耕治
西谷　秀雄
藤木　義行
藤田　　進
松山　哲三
八木橋惇夫
八木橋栄一
山本　嘉政
横岡　　一
吉田　弘志
昭 和 32 年
秋元　善智
秋元　幹雄
浅利　孝一
阿部　恵子
阿部　　東
安倍　政幸
阿保日出一
阿保　博巳
石田トミヨ
石戸谷　弘
石村　秀雄
一戸純三郎
今井　忠利
岩崎　哲夫
岩渕　弘子
小笠原愼逸
小笠原　勲
小笠原時雄
小野　博光
角田　秀雄
葛西　　晃
片桐　康雄
菊池　孝彦
工藤　朝臣
工藤　秀久
工藤　栄一
工藤　徹郎
工藤　　彪
草刈　　潤

倉地　道子
栗林　良正
小舘真佐夫
小舘　玲子
後藤　圭吾
斎藤　　守
齋藤　次郎
齋藤　　彰
斎藤　　健
齋藤　龍男
斎藤　　肇
佐々木誠司
佐々木孝明
佐藤　　正
佐藤　　勉
佐藤　紀子
佐藤　章道
佐藤　光春
渋川　尚文
島中　　弘
白取　牧郎
高杉　志朗
高橋　三雄
高松　隆清
竹内　恭一
竹内　時男
竹浪　　隆
竹浪　　満
田澤　郁夫
道川　一利
長尾　章二
名古屋和夫
奈良　　喬
成田　　眞
成田英久範
鳴海　弘明
西村　　健
能正　　豊
芳賀　文彦
長谷川勝勇
長谷川秀人
塙　　良夫
原子　典文
福士　壽一
福士誠一郎
福原　　幸
藤田光三郎
船水　長昭
堀川永一郎
松浦　恭子
松山　繁夫
松山　久雄
松山　正毅
三浦　秋彦
三上　瑛子
三橋　正義
森田　昌好
八木橋常和

矢田　　治
山口　耕造
吉川富士保
世永日出雄
昭 和 33 年
秋元　年勝
秋元　采子
明比　範夫
石田　　稔
大川　俊雄
大瀬　久之
長内　淳介
葛西　勝尚
木村　柾美
工藤　一夫
工藤　直樹
工藤　　登
古川　　昭
小林　泰秀
古村由比子
境　　　宏
酒井　重名
坂元　正子
佐々木秀博
澤田　精耕
清水　宏文
隆島眞喜子
竹内　健二
田中　　仁
中畑　忠弘
奈良　壽眞
成田　裕司
鳴海　　諄
二川原誠逸
野呂　正治
野呂　陽一
橋本　弘茂
花田　誠三
花田　幸三
林　　紀元
福田　壽徳
福原　建三
伏見　静夫
船橋　俊男
船水　義三
丸山　豊二
三浦　昭子
三浦　紀子
水木　厚美
溝江　吉真
山口　眞彦
横山　泰久
若松　　隆
昭 和 34 年
飯野　雄治
石黒　紘一
小野　光貞
川村　永三

川村　貞夫
川村昇一郎
木村　幸一
木村あさの
櫛引　章三
工藤　眞生
工藤　哲生
栗林　欣一
黒滝　信行
斎藤　　紀
坂本　和聰
櫻田　　健
佐藤　　眞
佐藤　紀子
佐藤　隆雄
佐藤　睦子
塩谷　駿二
島中　　誠
杉野　彰信
鈴木　康之
住吉　一紀
関　　邦男
相馬　英夫
田中　豊和
谷村　竹生
田村　郁子
塚本　康喜
対馬　全之
対馬　文守
冨田　重照
長尾　　尚
中村　勇一
奈良　俊二
成田　昭紀
鳴海　泰典
野宮　正行
野呂　紘克
平川　英廣
平田　耕悦
廣瀬　　博
福士　　宏
福士　　謙
福田　忠敏
蒔苗　伸一
三上　智也
三浦　玲子
三浦　幸雄
安田　正英
山形　一郎
山田　栄一
山口　二郎
山下陸奥男
山本　正紀
昭 和 35 年
秋本　　博
秋本　昭子
五十嵐弘子
石郷岡義了

大川　宏紀
小野　誠司
小野　紀子
小山田顕裕
葛西　　修
工藤　勝弘
工藤　要一
佐藤　　東
佐藤　祥子
佐藤　陽子
鹿内　　亮
高梨　敦子
竹内　正隆
舘山　公文
田中　　浩
玉田　友一
千田　勝弘
中道　靜郎
成田　正光
二川原和男
西澤　義之
西田　鐵郎
西谷紀久子
新田　瑛子
橋本八重子
肥後　和保
藤澤　一夫
藤田　和美
藤田　善徳
蒔苗　忠典
松尾　徹也
宮川　忠義
森岡　啓二
山形　英雄
山本　善弘
吉川　直彦
昭 和35年 通
三戸　茂充
昭 和 36 年
赤坂　桂吾
赤平　法導
浅利　朝子
油川　義博
有賀　孝雄
石岡　　隆
石川　良子
上山かほる
内海　俊治
大場　良平
大湯　芳文
小笠原　弘
小野　幸司
葛西　勝吾
金沢百合子
川村　哲子
木村　　修
工藤　俊治
工藤美智子

平成二十年度
同窓会運営協力費

協賛者
数字は卒業年度
通は通信　　　
敬称略、順不同

　六十周年記念美術展にご出展いただいた二点は、「善
知鳥安方」三部作で、能「善知鳥」に題材をとったものだ。
この能は、藤原定家の「陸奥の外の浜なる呼子鳥鳴くな
る声はうたふやすかた」に題材を得たといわれる。時代
を超え、二人の古人が創作のなかで接点を持つことを想
うとき、心が躍るのだとおっしゃる北澤さん。
　創作とは多くの条件が時間軸上で、一点で結晶したと

きに完成する。時代、人物、環境、同じ組み合わせが再現されることは
ない。しかし、「善知鳥」が描く、人々の苦悩と家族への愛情は古今を
通じて変わらないであろう。変化するものとしないもの。ものを作り出
す時、それは自己と深く対峙していく作業であるに違いない。
　源氏物語五十四帖の心象風景をライフワークとして表現していきたい
と今後の抱負を語ってくれた。ものをつくることは日本人の遺伝子かも
とおっしゃる。その厳しさ
に日々取り組んでいらっ
しゃるのであろう。次回
作を期待しています。

北澤信一郎さん（昭48卒）
日本画の世界から日本画の世界から

昭和57年　東京藝術大学美術学部絵画科日本画専攻卒業
昭和59年　同大学院日本画科修了
　　　　　（平山郁夫教室・模写科）
　　　　　 平山教授率いる東京藝術大学大学院生研修

訪中団に加わり敦煌壁画を模写。
昭和60年　秋の院展初入選。翌年春の院展初入選。
　　　　　現在日本美術院院友。千葉県市川市在住。　記：八木橋靖子（昭61卒）

　花田勝彦弁護士は、平成14年、全国7番目の公設事務
所である五所川原ひまわり基金法律事務所を開設し、平
成17年からさくら総合法律事務所と事務所名を変更し、
現在も五所川原において弁護士業務を行っています。同
事務所は、弁護士4名事務員11名の計15名が在籍する
県内最大級の弁護士事務所であり、受任事件数は最も多
いときで900件、現在でも600件を超えています。

　これは偏に弁護士過疎地域というだけではなく、花田さんが依頼者に
真摯かつ誠実に向き合い、事件処理を通じて地域の方々の信頼を得てい
るということの証でしょう。また、事務所の他の弁護士は特に青森県に
縁はなく、花田さんの奮闘ぶりに触れ、彼の下で業務を行いたいと集まっ
たのです。
　また、弘高時代に剣道部の主将を務めていた花田さんは、最近、剣道
も再開し、公私とも多忙な毎日を送っています。
　今後も健康に留意し、津
軽地域さらには県全体へ
のリーガルサービスの提
供へ邁進してほしいと思
います。

花田　勝彦さん（昭62卒）
県全体へのリーガルサービスを提供県全体へのリーガルサービスを提供

昭和62年　弘前高校卒業
平成３年　金沢大学法学部卒業
平成10年　弁護士登録
平成14年　五所川原ひまわり基金法律事務所開設
平成17年　さくら総合法律事務所開設

　記：竹浪尚志（平３卒）

 剣道の最高位である剣道範士・八段を取得している長内
さんは現在、月・水・金曜日は海洋センターで、火・木曜
日は弘前大学で、さらに土曜日は青森県武道館で剣道を教
えています。
　八段取得までの道程は険しいものだったに違いありませ
んが、弘高で中村道郎先生から剣道を教わった頃は無段だっ
たそうです。そのまま日本大学に入学し剣道部合宿所で有
段者の先輩たちから厳しくしごかれたようですが、ここで

逃げることなく一念発起。また、工作機械メーカーの三井精機に入社してか
らも、日常業務の他に業界誌への技術講座執筆を上司により命じられたり、
労働組合の幹部をされたりと、多事多端の毎日を過ごしたそうです。ここで
も投げ出すことをせず、打ち込んだらやり通す、をモットーに八面六臂の働
きをしたことが剣道の修行にも活かされているとのことです。
　このような経歴の長内さんは一つの言葉を我々に示しました。「井戸を掘
りなさい」と。地下水を求めて地面を掘っても水が湧かないうちに掘るのを
やめたら、それは井戸を掘っ
たことにはなりません。土
を掘っただけ。結果が出る
まで諦めないことが肝心、
という意味です。含蓄のあ
る言葉ですね。

長内　淳介さん（昭33卒）
井戸を掘りなさい井戸を掘りなさい

　記：橋本貫司（昭52卒）

昭和37年　日本大学卒業。卒業時四段。
　　　　　三井精機工業株式会社に入社。
平成３年　剣道八段位取得。
平成12年　弘前大学剣道部師範就任。
平成19年　剣道範士号允許。
　　　　　青森県剣道連盟顧問・審議員就任。

　美人アナが揃っているＲＡＢの中でも、一番光彩を放ってい
るのが山内千代子さんです。小・中学校時代から放送に深く関
わり、その片鱗をのぞかせており、弘高時代にも放送部に所属
し、ディレクターを兼ねながらテレビ番組部門やアナウンス部
門で全国大会に出場し、入賞を果たしたとのこと。この仕事に
就く上で一番強く影響を受けたのは、櫻井よしこ氏で、「見て
いる人たちに何かを考えさせる事ができる」と言うアンカー
パーソンという存在が大きなきっかけになったといいます。
　ライフワークとしては、「テレビというメディアが、ただ単

に情報を送っているだけの姿ではなく、自分たちが発信した情報を見ている人た
ちが、たくさんの人たちと議論したり、話題にしたりして、そこからたくさんの
人の環が広がっていってこそ、テレビの役割が果たせているのではないか」と、
メディアリテラシーに興味を持ち、学んでいます。
　今一番頑張っている事は「人財あおもり丸」という番組で、高校生のみなさん
と参加スタッフがともに学ぶワークショップを考案、実施し、高校生自身の番組
づくりと並行して行っているとのこと。これまで一番嬉しかったのは、「初めて
の全国テレビ中継で、弘前城の桜のリポートが出来たこと。自分が一番好きな場
所で、一番好きな仕事が出来
たのが心の宝となっている。」
と話す言葉に、弘前を思う気
持ちが表れておりました。

山内千代子さん（平12卒）
アナウンサーは人と人とを繋ぐ仕事アナウンサーは人と人とを繋ぐ仕事

　記：高木　良（昭45卒）

平成16年　弘前大学教育学部小学校教員養成課程 卒業
平成16年　青森放送株式会社　入社
　　　　　現在は「あおもりTODAY」
　　　　　　　　「人財あおもり丸」　　等を担当
　　　　　ミニ講演、出前授業でも活躍
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昔
、
母
が
よ
く
話
し
て
い

た
。「
や
っ
ぱ
り
高
校
時
代

の
友
だ
ち
は
一
生
の
友
だ
ち

だ
ね
。
ま
だ
あ
の
頃
の
ま
ま

あ
だ
名
で
呼
び
合
っ
て
、
い

い
年
し
て
ね
。」

　

こ
の
春
、
弘
前
を
離
れ
て

暮
ら
す
友
人
が
と
う
と
う
高

校
生
を
持
つ
母
と
な
っ
た
。

お
互
い
精
神
年
齢
は
当
時
の

ま
ま
、
大
学
・
就
職
・
結

婚
・
育
児
を
通
し
、
一
緒
に

年
を
重
ね
る
み
た
い
な
や
り

と
り
が
続
い
て
い
る
。
弓
道

部
仲
間
に
至
っ
て
は
ほ
ぼ
親

戚
と
化
し
た
。
お
正
月
に
は

顧
問
の
竹
内
先
生
の
お
宅
に

呼
ば
れ
も
し
な
い
の
に
押
し

か
け
、
お
せ
ち
料
理
を
食
べ

尽
く
す
。
時
に
は
先
輩
や
後

輩
、
増
え
た
家
族
ま
で
引
き

連
れ
、
今
年
は
と
う
と
う

二
十
人
を
超
え
た
。
先
生
や

奥
様
も
い
つ
ま
で
こ
れ
が
続

く
の
か
と
気
が
遠
く
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
で
も
毎
年
笑
顔
と

美
味
し
い
料
理
と
お
話
に
迎
え

ら
れ
、
か
れ
こ
れ
二
十
年
を
超

え
る
恒
例
行
事
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
同
期
が
縁
で
仲
良

く
な
っ
た
人
も
い
る
。

　

本
当
に
近
頃
は
行
く
先
々
思

い
が
け
な
い
所
で
同
期
生
に
遭

遇
す
る
。
社
会
の
中
堅
層
と
し

て
活
躍
す
る
姿
や
家
族
と
仲
良

く
歩
く
姿
を
目
に
す
る
と
、
た

だ
も
う
そ
れ
だ
け
で
嬉
し
い
。

　

さ
て
先
日
、
正
真
正
銘
弘
前

人
の
友
人
と
土
手
町
を
歩
き
、

ふ
と
「
か
く
は
」
の
名
を
出
し

た
ら
き
ょ
と
ん
と
さ
れ
た
の
で

「
ハ
イ
ロ
ー
ザ
」
と
言
い
直
し

た
ら
「
そ
れ
は
何
で
す
か
」
と

敬
語
で
聞
か
れ
て
、
焦
っ
た
。

あ
あ
彼
女
は
二
十
代
だ
っ
た
。

　

少
な
く
と
も
同
期
の
皆
さ
ん

に
は
ハ
イ
ロ
ー
ザ
の
地
下
の

ラ
ー
メ
ン
と
か
今
泉
と
か
タ
カ

ム
ラ
と
か
ガ
ル
ボ
の
紅
茶
等
々

が
何
な
の
か
を

い
ち
い
ち
説
明

し
な
く
て
い
い
。

百
周
年
記
念
式

典
、
天
万
の
だ

ん
ご
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
佐
藤
校
長
、

ラ
ッ
シ
ャ
ー
、
パ
ル
、
ジ
ナ
ン
、

高
三
の
ね
ぷ
た
の
出
発
直
前
の

雨
の
こ
と
…
結
局
そ
ん
な
些
細

な
事
柄
ば
か
り
が
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
み
た
い
に
積
み
重
な
っ
て
私

た
ち
の
か
つ
て
の
母
校
や
母
郷

の
一
部
を
そ
っ
と
形
作
っ
て
い

る
。

　

高
二
の
時
、
退
職
を
迎
え

た
片
岡
維
新
校
長
の
最
後
の

講
話
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
友

と
は
何
だ
ろ
う
。
苦
境
の
時

に
一
緒
に
苦
し
み
悲
し
む
こ

と
は
実
は
案
外
容
易
だ
。
む

し
ろ
友
が
幸
せ
な
時
、
果
た

し
て
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

心
か
ら
喜
べ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
頃
、
年
を
取
れ
ば
取
る

ほ
ど
そ
の
難
し
さ
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。」
い
つ
も
吉
田

松
陰
な
ど
の
高
尚
難
解
な
話

を
す
る
立
派
な
校
長
先
生
が
、

思
い
が
け
ず
そ
ん
な
風
に
語
っ

た
の
は
と
て
も
意
外
だ
っ
た
。

　

あ
と
二
十
年
ほ
ど
で
当
時

の
片
岡
先
生
の
年
に
追
い
つ

く
。
そ
う
い
う
友
で
あ
り
た

い
と
思
い
続
け
ら
れ
る
相
手

が
居
る
だ
け
で
、
と
り
あ
え

ず
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
も
心
に
置
く
よ
い
宿
題
で

あ
る
。

に
、木
村
先
生
も
渾
名（
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
）
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
名

も
ガ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。

　

講
義
を
す
る
時
、
や
や
上
を
向
い

て
、
ガ
ラ
ガ
ラ
声
で
喋
る
の
で

大
先
輩
方
の
時
代
に
こ
の
渾
名

を
奉
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
は
何
と
、
昭
和
十
六
年

弘
高
に
来
て
か
ら
四
十
二
年
ま

で
お
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
、
と

す
る
と
何
と
、
二
十
六
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
母
校
に
在
籍
さ

れ
て
い
た
事
に
な
る
。「
弘
高

の
事
だ
ば
ガ
チ
ョ
ウ
さ
聞
げ
」

と
先
輩
方
が
言
う
の
も
む
べ

3

3

な

る
か
な
で
あ
る
。

　

私
の
在
校
中
は
〈
保
健
・
体

育
〉
の
講
義
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

昔
か
ら
講
義
が
う
ま
い
の
は
定
評
が

あ
る
先
生
だ
っ
た
よ
う
だ
。
弘
高
に

　

白
濱
聡
と
の
出
会
い
は
、
今

か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
。

弘
前
高
校
の
同
期
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
交
流
は
あ
ま
り
な
く

板
柳
高
校
に
赴
任
し
同
僚
と
な

り
、
同
じ
理
科
を
担
当
す
る
こ

と
で
親
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
楽
し
く
・
分
か
る
」「
生
徒
を

そ
の
気
に
さ
せ
る
」
授
業
を
し

よ
う
と
、
二
人
で
指
導
計
画
や

自
作
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て
実
践

を
繰
り
返
し
た
。
理
科
好
き
な

卒
業
生
を
数
多
く
出
し
た
と
自

負
し
て
い
る
。
白
濱
は
、
わ
が

ま
ま
な
私
を
常
に
陰
な
が
ら
支

え
て
く
れ
た
。
仕
事
が
終
わ
る

と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
教
育
を

語
り
合
い
、
互
い
に
認
め
合
い

励
ま
し
合
っ
て
き
た
。
い
つ
の

間
に
か
白
濱
と
私
は
お
互
い
を

理
解
し
合
え
る
「
ケ
ヤ
グ
」
に

な
り
、「
ナ
ど
ワ
」
と
い
う
存

在
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
勤
務
し
て
い
る
高
校

は
違
う
も
の
の
、
あ
の
頃
二
人

で
築
き
上
げ
た
教
育
実
践
を
元

に
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
授

業
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
機
会

を
も
う
け
て
、
酒
を
酌
み
交
わ

し
て
は
教
育
を
語
っ
て
い
る
。

白
濱
は
生
物
を
教
え
、
弓
道
指

導
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
一

方
、
私
は
物
理
を
教
え
、
子
ど

も
た
ち
の
「
科
学
す
る
心
」
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
の
高
校
生
は
、
私
た
ち
が

高
校
生
で
あ
っ
た
時
代
と
は
全

く
違
う
環
境
で
育
ち
、
も
の
の

見
方
や
捉
え
方
も
か
な
り
違
う
。

し
か
し
、
勉
強
を
す
る
の
は
生

徒
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
生
徒
た

ち
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
の
が
教

師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
。「
教
育
と
は
、
学
校

で
習
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
後
に
、
自
分
の

中
に
残
る
も
の
を
い
う
。
そ
し

て
、
そ
の
力
を
社
会
が
直
面
す

る
諸
問
題
の
解
決
に
役
立
た
せ

る
べ
く
、
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
人
間
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ

が
教
育
の
目
的
と
い
え
よ
う
。」

こ
れ
は
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
名
言
で
あ
る
が

私
は
教
師
と
し
て
そ
う
い
う
人

間
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
で
き
る
こ
と
な
ら
、
母

校
で
私
や
白
濱
の
意
志
を
受
け

継
ぐ
人
間
を
育
て
て
み
た
い
も

の
で
あ
る
。

　

ケ
ヤ
グ
よ
、
出
会
い
は
一
瞬

付
き
合
い
は
一
生
で
す
。
互
い

に
死
ぬ
ま
で
付
き
合
っ
て
下
さ

い
。

　

Ｍ
ｒ
．
マ
サ
ッ
ク
こ
と

 

工
藤　

貴
正
よ
り
。

（ナ） 白濱　　聡（昭50卒）
（ワ） 工藤　貴正（昭50卒）

出会いは一瞬、
　付き合いは一生

　

ラ
ッ
シ
ャ
ー
、
我
々
は
い
ま
も

最
大
の
親
愛
と
敬
意
を
こ
め
て
こ

う
呼
ぶ
。
我
々
の
世
代
の
弘
高
生

に
と
っ
て
、
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ

ら
れ
な
い
恩
師
で
あ
る
。
教
師
に

つ
け
ら
れ
た
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
そ

の
時
代
を
生
き
た
弘
高
生
の
時
代

感
覚
と
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な

い
が
、
こ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
当

時
、
日
本
の
プ
ロ
レ
ス
界
で
最
高

の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
誇
っ
て
い
た
ラ
ッ
シ
ャ
ー

木
村
に
由
来
し
て
い
る
。
大

勢
の
観
客
を
前
に
マ
イ
ク
を

握
り
、
そ
の
言
葉
で
会
場
の

観
客
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る
。

こ
れ
を
弘
前
高
校
で
や
っ
て
の
け

た
の
が
ラ
ッ
シ
ャ
ー
こ
と
、
浅
利

孝
一
先
生
で
あ
る
。

　

ざ
わ
つ
く
体
育
館
を
一
閃
す
る

浅
利
先
生
の
怒
号
の
刹
那
、
静
ま

り
か
え
る
生
徒
の
注
目
を
一
身
に

集
め
て
穏
や
か
に
話
し
出
す
そ
の

有
り
様
は
ま
さ
に
職
人
芸
の
よ
う

で
あ
り
、
心
の
中
で「
や
る
な
ぁ
」

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
そ
の
言
葉

に
聞
き
入
る
こ
と
が
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ
う

な
場
面
で
し
か
浅
利
先
生
を
知
ら

な
い
他
の
生
徒
は
、
も
し
か
し
た

ら
「
怖
い
」
先
生
で
あ
る
と
感
じ

て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

深
く
関
わ
り
合
い
を
も
っ
た
生
徒

ほ
ど
、
そ
れ
が
「
演
出
」
で
あ
る

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
ま
る

で
組
長
の
よ
う
な
容
貌
の
裏
に
あ

る
素
顔
は
極
め
て
理
性
的
で
洗
練

さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る
。

　

浅
利
先
生
は
昭
和
五
十
六
年
に

弘
前
高
校
に
赴
任
し
国
語
を
担
当
、

長
年
柔
道
部
の
顧
問
を
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
五

年
、
教
頭
と
し
て
平
成
七
年
か
ら

九
年
ま
で
在
任
さ
れ
て
い
る
。

　

私
と
浅
利
先
生
の
出
会
い
は
そ

の
柔
道
部
で
あ
る
。
当
時
連
続
で

全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
た
弘
前

三
中
の
柔
道
部
か
ら
弘
前
高
校
に

入
学
し
た
私
を
含
む
三
名
は
、
そ

の
ま
ま
上
級
生
に
連
行
さ
れ
る
よ

う
に
柔
道
部
へ
と
入
る
こ
と
と

な
っ
た
。
浅
利
先
生
は
練
習
で
柔

道
着
を
着
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が

合
宿
に
試
合
に
と
常
に
随
行
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
三
年
生

の
時
に
は
ク
ラ
ス
担
任
で
も
あ
っ

た
の
で
、
随
分
と
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
平
成
三
年
卒
と
な
る
浅
利

先
生
担
任
の
我
々
31
Ｈ
Ｒ
は
随
分

と
ま
と
ま
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
で

あ
っ
た
。
遠
方
に
受
験
に
向
か
う

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
、
毎
朝
そ
の
他

の
学
生
が
応
援
と
称
し
た
見
送
り

に
い
く
そ
の
光
景
は
、
期
せ
ず
し

て
大
学
生
を
教
え
る
こ
と
と
な
っ

た
現
在
の
私
か
ら
す
れ
ば
、
異
様

と
さ
え
思
え
る
程
で
あ
る
。
こ
れ

が
た
ま
た
ま
集
ま
っ
た
ク
ラ
ス
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
も
の
か
と
言
え
ば

恐
ら
く
そ
う
で
は
な
く
、
や
は
り

仲
間
の
義
と
和
を
重
ん
じ
た
我
ら

が
組
長
、
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の
価
値
観

が
静
か
に
浸
透
し
て
い
っ
た
結
果

で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

平
成
三
年
卒
業
生
で
組
織
さ
れ

る
平
三
会
の
立
ち
上
げ
の
際

の
同
期
会
で
、
中
心
メ
ン

バ
ー
は
会
場
の
中
で
発
表
す

る
同
期
会
の
名
前
を
決
め
か

ね
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
候

補
の
中
に
「
ラ
ッ
シ
ャ
ー
友

の
会
」
が
本
当
に
入
っ
て
い
た
こ

と
は
一
部
の
人
間
し
か
知
ら
な
い

事
実
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
の
逡
巡

の
後
、
無
事
、
平
三
会
と
相
成
る

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
に
あ
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
奇
妙
な
心
の
揺
ら

ぎ
を
私
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

我
々
は
機
会
に
集
う
の
で
は
な

く
、
や
は
り
人
の
元
に
集
う
の
だ
。

（
四
月
十
二
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。）

随 想

宿 

題浅
瀬
石 

久
仁
子

（
昭
61
卒
）

■
大
の
ミ
ス
テ
リ
好
き
の
私
は
新
・

図
書
室
で
塔
晶
夫
名
義
の
「
虚
無
へ

の
供
物
」
を
見
つ
け
「
持
っ
て
帰
り

た
い
…
」
衝
動
に
か
ら
れ
た
。
マ
ニ

ア
な
ら
判
る
、
は
ず
。 　
（
Ｙ
・
Ｔ
）

■
図
書
室
と
い
え
ば
、
あ
の
匂
い
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
古
い
木
の
書
棚

と
生
徒
の
汗
？　

と
が
い
り
ま
じ
っ

た
よ
う
な
…
。
う
〜
ん
、
青
春
の
一

ペ
ー
ジ
で
し
た
ね
。 　
　
（
Ｎ
・
Ｎ
）

■
年
齢
を
重
ね
る
と
本
棚
の
本
を
手

に
取
る
よ
う
に
記
憶
を
呼
び
起
こ
す

と
い
う
け
れ
ど
、
最
近
出
来
事
を
覚

え
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
思
う
私
。

気
づ
い
た
ら
、
本
棚
に
並
べ
ら
れ
る

ほ
ど
の
も
の
も
な
か
っ
た
と
思
う
と

ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。　　
　
（
Ｙ
・
Ｙ
）

■
早
い
も
の
で
、
こ
の
編
集
に
携

わ
っ
て
十
四
年
。
多
く
の
方
々
に
取

材
で
き
た
こ
と
や
、
お
会
い
で
き
た

こ
と
が
、
様
々
な
形
で
の
財
産
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。　
　

 　
　
（
Ｒ
・
Ｔ
）

■
原
稿
の
依
頼
は
旧
友
た
ち
と
話
す

格
好
の
口
実
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん

な
あ
り
が
と
う
。
ラ
ッ
シ
ャ
ー
（
先

生
）
を
紹
介
で
き
て
さ
ら
に
満
足
！

　

居
眠
り
を
感
心
さ
れ
た
頃
が
懐
か

し
い
…
。　
　
　
　

 　
　
（
Ｃ
・
Ｉ
）

■
鏡
ヶ
丘
に
学
ん
だ
想
い
を
胸
に
、

み
な
多
忙
な
中
、
渉
外
部
に
集
合
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
！　

同
窓
の

方
々
の
想
い
の
籠
っ
た
沢
山
の
原
稿

に
感
謝
で
す
。　
　
　

 　
（
Ｔ
・
Ｙ
）

編

集

後

記

（
編
集
長
）安
田　

俊
夫（
昭
41
卒
）

　
　
　
　

秋
元　

義
禮（
昭
43
卒
）

　
　
　
　

小
田
桐
好
信（
昭
45
卒
）

　
　
　
　

高
木　
　

良（
昭
45
卒
）

　
　
　
　

橋
本　

貫
司（
昭
52
卒
）

　
　
　
　

八
木
橋
靖
子（
昭
61
卒
）

　
　
　
　

中
村
奈
穂
美（
平
２
卒
）

　
　
　
　

田
代
由
紀
子（
平
２
卒
）

　
　
　
　

今
井
知
世
子（
平
３
卒
）

（
渉
外
部
）福
井　

次
郎（
昭
49
卒
）
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雅
び
男
、
威
あ
り
て
猛
か
ら
ず

名
物
先
生　

浅
利
孝
一 

先
生

渋
谷　

龍
一
（
昭
35
卒
）

名
物
恩
師
列
伝
③

名
物
恩
師
列
伝
③

　

木
村
良
三
先
生
は
、
私
の
在
学
中

は
教
頭
先
生
だ
っ
た
。
弘
高
の
ほ
と

ん
ど
の
先
生
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

女
子
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

言
葉
づ
か
い
な
ど
は
一
層
丁
寧
で
優

し
く
な
り
、
そ
の
分
ち
ょ
っ
と
迫
力

が
落
ち
た
と
い
う
人
も
い
る
。

　

人
体
の
講
義
の
時
な
ど
は
、
ズ
バ

リ
「
乳
房
」
な
ど
と
言
わ
ず
「
オ
ッ

パ
イ
の
ふ
く
ら
み
コ
」
と
言
い
、
男

性
の
「
睾
丸
」
な
ど
も
「
き
れ
い
だ

玉
コ
」
な
ど
と
婉
曲
に
言
っ
て
た
と

聞
い
た
。
昔
の
先
生
で
も
、
セ
ク
ハ

ラ
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
な
。

　

小
柄
だ
が
、
優
し
く
、
そ
れ
で
い

て
威
厳
の
あ
る
先
生
で
、
そ
し
て
紳

士
で
も
あ
っ
た
。

　

学
校
に
居
る
時
は
「
ガ
チ
ョ
ウ
、

ガ
チ
ョ
ウ
」
と
言
っ
て
た
生
徒
達
も

卒
業
し
て
か
ら
は「
ガ
チ
ョ
ウ
さ
ま
」

な
ど
と
、
さ
ま

3

3

づ
け
で
呼
ん
だ
り
し

て
…
お
人
柄
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。

◎
住
所
変
更
な
ど
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
０
１
７
２
―
32
―
８
５
４
５
）


